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総務委員会会議録 
 
平成３０年６月２１日 木曜日 

  午前１０時００分開議 

  午後 ０時３８分閉議（実時間１５５分） 

                              

○本日の会議に付した案件 

１．議案第５７号・平成３０年度八代市一般会

計補正予算・第３号（関係分） 

１．議案第５９号・専決処分の報告及びその承

認について（平成２９年度八代市一般会計

補正予算・第１０号） 

１．議案第６５号・専決処分の報告及びその承

認について（平成３０年度八代市一般会計

補正予算・第２号（関係分）） 

１．議案第６０号・専決処分の報告及びその承

認について（八代市市税条例等の一部を改

正する条例） 

１．議案第６３号・専決処分の報告及びその承

認について（八代市一般職の職員の給与に

関する条例の一部を改正する条例） 

１．議案第６７号・あらたに生じた土地の確認

について 

１．議案第６８号・町区域の変更について 

１．所管事務調査 

 ・行財政の運営に関する諸問題の調査 

 ・総合計画の策定推進等に関する諸問題の調

査 

 （第２次八代市男女共同参画計画（中間報

告）について） 

 （国際化計画策定への取り組みについて） 

 （八代市ケーブルテレビ事業の指定管理者更

新について） 

 （八代おもてなしプランについて） 

 （八代市重点戦略の策定について） 

 （第三次八代市行財政改革実施計画の策定に

ついて） 

                              

○本日の会議に出席した者 

委 員 長  前 川 祥 子 君 

副委員長  村 川 清 則 君 

委  員  大 倉 裕 一 君 

委  員  橋 本 隆 一 君 

委  員  古 嶋 津 義 君 

委  員  村 上 光 則 君 

委  員  村 山 俊 臣 君 

 

※欠席委員         君 

                              

○委員外議員出席者中発言の許可を得た者 

               君 

                              

○説明員等委員（議）員外出席者 

 財務部長      岩 本 博 文 君 

  財務部次長    佐 藤 圭 太 君 

  理事兼財政課長  尾 﨑 行 雄 君 

  市民税課長    中 田 利一郎 君 
 
  市民税課副主幹 
           園 部 慎 冶 君 
  兼諸税係長 
 

  資産税課長    松 川 由 美 君 

 市長公室長     東 坂   宰 君 

  理事兼人事課長  白 川 健 次 君 

  国際課長     嶋 田 和 博 君 

 農林水産部 

  水産林務課長   中 川 俊 一 君 

 市民環境部長    潮 崎   勝 君 

  人権政策課長   宮 川 武 晴 君 

 総務企画部長    増 住 眞 也 君 

  総務企画部次長  山 田 純 子 君 

  情報政策課長   早 木 浩 二 君 

  企画政策課長   福 本 桂 三 君 

部局外 

 議会事務局長    國 岡 雄 幸 君 

  議会事務局次長  増 田 智 郁 君 

                              

○記録担当書記     岩 﨑 和 平 君 
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（午前１０時００分 開会） 

○委員長（前川祥子君） 定刻となり、定足数

に達しましたので、ただいまから総務委員会を

開会いたします。 

 本日の委員会に付します案件は、さきに配付

してあります付託表のとおりであります。 

                              

◎議案第５７号・平成３０年度八代市一般会計

補正予算・第３号（関係分） 

○委員長（前川祥子君） 最初に、予算議案の

審査に入ります。 

 まず、議案第５７号・平成３０年度八代市一

般会計補正予算・第３号中、当委員会関係分を

議題とし、説明を求めます。 

 まず、歳入等について、財務部より説明願い

ます。 

○財務部長（岩本博文君） おはようございま

す。（｢おはようございます」と呼ぶ者あり）

財務部、岩本でございます。 

 本日、総務委員会に付託されました議案でご

ざいますが、まず、議案第５７号・平成３０年

度八代市一般会計補正予算・第３号の歳入及び

歳出での総務費を佐藤財務部次長、議会費を増

田議会事務局次長が説明いたします。 

 また、事件議案で、予算の専決処分に係るも

の、すなわち議案第５９号・平成２９年度八代

市一般会計補正予算・第１０号の歳入、及び議

案第６５号・平成３０年度八代市一般会計補正

予算・第２号の歳入を、佐藤財務部次長が説明

いたします。 

 そのほか、議案第６０号、第６３号、第６７

号及び第６８号の事件議案につきましては、関

係各課長が説明いたしますので、よろしくお願

いいたします。 

○財務部次長（佐藤圭太君） おはようござい

ます。（｢おはようございます」と呼ぶ者あ

り）財務部の佐藤でございます。よろしくお願

いします。それでは、着座にて説明させていた

だきます。 

 それでは、別冊となっております議案第５７

号・平成３０年度八代市一般会計補正予算書・

第３号をお願いいたします。 

 総務委員会付託分につきまして、まず、歳入

を説明いたします。よろしくお願いいたしま

す。 

 １ページをお願いいたします。 

 まず、歳入歳出予算の補正でございますが、

第１条で、歳入歳出それぞれ１４億８５００万

円を追加し、補正後の総額を歳入歳出それぞれ

５８２億７２９０万円といたしております。 

 次に、第２条で、地方債の補正をお願いして

おりますが、内容につきましては、４ページの

表で説明いたします。 

 それでは、４ページをお願いいたします。 

 第２表、地方債補正は、歳出予算の補正に伴

い、地方債の限度額の追加及び変更を行うもの

でございます。 

 まず、１、追加では、児童福祉施設整備事業

で６２００万円を追加しております。 

 次に、２、変更では、道路整備事業で補正前

の７億４５１０万円に、１５７０万円を追加

し、補正後の限度額を７億６０８０万円といた

しております。 

 次の公園整備事業では、５７５０万円に２６

４０万円を追加し、補正後の限度額を８３９０

万円としております。詳しい内容は、この後、

歳入、款２１・市債で説明いたします。 

 なお、起債の方法、利率、償還の方法につき

ましては、補正前と同じでございます。 

 続きまして、歳入を説明いたします。 

 ８ページをお願いいたします。 

 款１０、項１、目１、節１・地方交付税で、

１７５３万４０００円を減額しておりますが、

これは、今回の補正予算の一般財源が減額とな

りましたので、地方交付税で調整したものでご
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ざいます。 

 次に、款１４・国庫支出金、項２・国庫補助

金、目１・総務費国庫補助金、節１・総務管理

費補助金で１５４万９０００円を減額しており

ます。これは、地域公共交通再編推進事業補助

金としまして、昨年１０月に再編を実施しまし

た種山線や東町線など４路線の沿線住民を対象

として、再編内容の周知やアンケート等の実施

を行う八代市モビリティ・マネジメント推進事

業に対する補助金でございます。今回の補正分

が１１７万５０００円、また、当初予算におい

て計上の当該補助金におきまして、補助率が２

分の１から４分の１に変更となりましたことか

ら、２７２万４０００円を減額する必要がござ

いますので、その差額の１５４万９０００円を

減額しております。なお、当初予算の減額分に

つきましては、ふるさと八代元気づくり応援基

金との歳入の組み替えを行っております。 

 次の目２・民生費国庫補助金、節２・児童福

祉費補助金に１億６７２万９０００円を計上い

たしております。このうち、保育所等整備交付

金７５７４万円は、私立保育所文政第二保育園

において、熊本地震の影響による施設の劣化や

老朽化に伴います園舎改築に対する補助金でご

ざいます。 

 次の、子ども・子育て支援整備交付金３０９

８万９０００円は、しらぬい児童クラブの施設

の新設に要する経費、及び鏡すくすくスクール

の移転改築に要する経費に対する補助金でござ

います。次に、節３・生活保護費補助金の１１

０万１０００円は、生活保護適正実施推進事業

補助金としまして、本年１０月施行の生活保護

基準の見直し等に伴うシステム改修に係る費用

に対する補助金でございます。 

 次に、目４・土木費国庫補助金、節１・道路

橋梁費補助金に２６７１万３０００円を計上い

たしております。まず、視覚障がい者誘導ブロ

ック設置事業の９２万２０００円は、松崎町田

中町線に視覚障害者誘導ブロックを設置する工

事に対する補助金でございます。 

 次の、災害防除事業の９０５万５０００円

は、坂本地区の今泉・袈裟道線ほか１路線の災

害防除工事及び測量設計業務委託に対する補助

金でございます。 

 次に、トンネル点検・修繕事業の１３３万６

０００円は、坂本地区の日光隧道、泉地区の新

道隧道のトンネル点検業務委託に対する補助金

でございます。 

 次に、橋梁長寿命化修繕事業の１５４０万円

は、道路法により５年に１回実施することとさ

れております橋梁の法定点検と橋梁長寿命化修

繕計画の策定に対する補助金でございます。次

に、節２・都市計画費補助金に２９５０万１０

００円を計上いたしております。まず、都市公

園安全・安心対策緊急支援事業の２７４１万６

０００円は、老朽化した都市公園の施設につい

て、利用者の安全・安心の確保を図るため、ト

イレのバリアフリー化等に対する補助金でござ

います。 

 次の、公園施設長寿命化対策支援事業の２０

８万５０００円も、同じく老朽化した都市公園

の施設について、利用者の安全、安心の確保を

図るため、遊具改修に対する補助金でございま

す。いずれも、土木費国庫補助金は、防災・安

全交付金の増額内示に伴い補正するものでござ

います。 

 ９ページをお願いします。 

 款１５・県支出金、項２・県補助金、目１・

総務費県補助金、節１・総務管理費補助金で、

説明欄に記載しておりますが、熊本地震復興基

金交付金として６４３万２０００円を計上して

おります。この熊本地震復興基金交付金とは、

平成２８年１２月に、国から県に対しまして特

別交付税として、熊本地震復興基金の設置に要

する経費として措置されたもので、県におい

て、被災市町村が実施します事業を中心に、財



 

－4－

政負担の軽減を図るため、基金活用事業のルー

ルを定めて配分することとなっているものでご

ざいます。 

 まず、おもてなし事業の３４９万２０００円

は、インバウンドの誘客促進を図るため、７月

１日に予定されております、くまナンステーシ

ョンのグランドオープンを契機といたしまし

て、中心商店街やくまモンスクエアなどと一体

となったキャンペーン実施などに要する経費に

対する補助金でございます。 

 次の、地域コミュニティ施設等再建支援事業

の２９４万円は、認可地縁団体である竹原町町

内会の菅原神社ほか４団体の４施設の再建など

に要する経費に対する補助金でございます。 

 次の、目２・民生費県補助金、節２・児童福

祉費補助金７７４万７０００円は、先ほど、国

庫補助金で説明しました、しらぬい児童クラブ

の施設の新設に要する経費に対して、県負担分

８分の１、及び鏡すくすくスクールの移転改築

に要する経費に対して、県負担分の６分の１の

放課後児童クラブ整備費補助金でございます。 

 次に、目４・農林水産業費県補助金、節１・

農業費補助金では１１億９７３６万６０００円

を計上いたしております。まず、強い農業づく

り交付金事業補助金の９億７２５０万４０００

円は、八代地域農業協同組合ほか２団体が主体

となって導入しますトマト及びミニトマトの栽

培に要する低コスト耐候性ハウスの整備に対す

る補助でございます。 

 次に、経営体育成支援事業補助金の１６３７

万円は、人・農地プランに位置づけられている

中心経営体等が融資機関から融資を受けて、農

業用機械、施設等を導入する際に、その融資残

に補助金を交付するものです。今回は、この融

資主体型補助事業に取り組む松高地区など３地

区６経営体に対する補助金でございます。 

 次の産地パワーアップ事業費補助金の１億８

１６４万４０００円は、地域の営農戦略として

定めた産地パワーアップ計画に基づき、意欲あ

る農業者等が高収益な作物、栽培体系への転換

を図る取り組みに必要な機械、機器のリース導

入及び施設整備に係る経費の一部に対して補助

されるもので、八代鏡トマト研究会など４団体

が、高度技術導入施設や種子種苗生産供給施設

の整備などを行うものでございます。 

 次に、攻めの園芸生産対策事業費補助金で２

３２６万６０００円を計上いたしております。

これは、気候温暖化や燃油、資材等の価格高騰

といった厳しい状況下で、産地間競争に打ち勝

つ園芸産地の維持発展を図るために、農業施

設、機械、基盤整備等に対して補助されるもの

で、今回の内容は、八代地域農業協同組合園芸

部ほか１団体が、キャベツやレタスなどを対象

に、強化型単棟ハウスや自動内張り開閉装置な

どの導入を行うものでございます。 

 次に、畑作構造転換事業補助金の３５８万２

０００円は、事業実施主体が取り組みます畑地

におけるバレイショ等の生産に当たり、省力化

の推進や新技術の導入のほか、用途転換の促

進、生産性向上のための農業用ストーンピッカ

ーや農薬散布用ドローンの導入等に対する補助

でございます。 

 次に、目７・教育費県補助金、節１・小学校

費補助金１０万円は、東陽小学校が学校給食・

食育研究推進校として、児童が健全な食生活を

実践し、健康で豊かな人間性を育むための資質

や能力を育成するため、学校の教育活動全体を

通した食育推進のあり方について研究し、実践

モデル校として、その成果の普及に資するため

取り組みます学校体育・健康教育研究指定校へ

の補助金でございます。 

 次に、項３・委託金、目６・教育費委託金、

節１・中学校費委託金の１０万円は、泉中学校

が人権教育研究指定校として、人権意識を培う

ための学校教育のあり方について、県教育委員

会との連携、強化のもとで、幅広い視点から実
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践的な研究を行い、人権教育に関する指導方法

等の改善及び充実に資するために取り組みます

人権教育研究推進事業への委託金でございま

す。 

 続きまして、１０ページをお願いいたしま

す。 

 款１８・繰入金、項１・基金繰入金、目６、

節１・ふるさと八代元気づくり応援基金繰入金

６２４万９０００円は、ただいま国庫支出金で

説明しました八代市モビリティ・マネジメント

推進事業に活用するものでございます。 

 次に、目８、節１・まちづくり交流基金繰入

金３４９万２０００円は、県支出金で説明しま

したおもてなし事業に活用するものでございま

す。 

 次に、款２０・諸収入、項４、目５、節８・

雑入では１４４５万３０００円を計上しており

ます。まず、自治総合センターコミュニティ助

成事業助成金１４３０万円は、二見住民自治協

議会が、コミュニティー活動に使用します備品

を整備する経費への助成金２２０万円と、千丁

校区まちづくり協議会が、同じくコミュニティ

ー活動に使用する備品を整備する経費への助成

金２４０万円、また、郡築二番町町内会が自治

公民館建設に要する経費への助成金９７０万円

でございます。 

 次に、熊本県学校給食会助成金の１５万３０

００円は、県支出金で説明しました東陽小学校

が、学校給食・食育研究推進校として取り組む

事業に対する助成金でございます。 

 １１ページをお願いいたします。 

 続きまして、款２１、項１・市債、目５・土

木債、節１・道路橋梁債では１５７０万円を計

上いたしております。まず、市内一円道路整備

事業の９００万円は、国庫支出金で説明しまし

た視覚障がい者誘導ブロック設置事業及び災害

防除事業に係るもので、補助対象経費から国庫

支出金を差し引いた額に充当率９０％を乗じた

もので、公共事業等債を予定しております。 

 次の、シンボルロード整備事業の６７０万円

は、市役所から本町アーケード商店街へのアプ

ローチ道路であります通称こいこい通りをシン

ボルロードとして位置づけ、中心市街地の玄関

口として、人の流れやにぎわいを創出するため

の道路整備に係るもので、起債対象額に９５％

を乗じたもので、合併特例債を予定しておりま

す。次に、節４・都市計画債では２６４０万円

を計上しておりますが、国庫支出金で説明しま

したトイレのバリアフリー化等の都市公園安全

・安心対策緊急支援事業に係るもので２４６０

万、遊具の改修など公園施設長寿命化対策支援

事業に係るもので１８０万円、いずれも補助対

象経費から国庫支出金を差し引いた額に充当率

９０％を乗じたもので、公共事業等債を予定し

ております。 

 目９・民生債、節１・児童福祉債では６２０

０万円を計上しております。私立保育所施設整

備事業の３５９０万円は、国庫支出金で説明し

ました、私立保育所文政第二保育園において、

熊本地震の影響による施設の劣化や老朽化に伴

います園舎改築に係るものでございます。 

 次の放課後児童クラブ施設整備事業の２６１

０万円は、国・県支出金で説明しました、しら

ぬい児童クラブの施設の新設に要する経費、及

び鏡すくすくスクールの移転改築に係るもので

ございます。いずれも補助対象経費から国庫・

県支出金を差し引いた額に充当率９５％を乗じ

たもので、合併特例債を予定いたしています。 

 以上が歳入の説明でございます。御審議のほ

どよろしくお願いいたします。 

○委員長（前川祥子君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。 

○委員（橋本隆一君） 済みません、都市公園

の計画費についての確認なんですけれども、計

画費、補助金と市債のほうで、老朽化したトイ

レ、公園トイレのバリアフリー化ということな
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んですが、これ、具体的なことを聞いていいの

かわからんですけど、和式トイレを洋式にする

という理解でよろしいんですか。 

○理事兼財政課長（尾﨑行雄君） 財政課の尾

﨑です。お世話になります。 

 もちろん、今おっしゃったように、和式から

洋式にするというのとですね、あと、段差等を

解消するということで、はい、予定されている

ようです。 

○委員（橋本隆一君） 老朽化したということ

が、やっぱり一つの要件になるわけですか。そ

れとも、和式トイレで不自由さ、不便さが市民

の声があれば、それも兼ねて洋式化するという

ことで理解していいんですか。 

○財務部長（岩本博文君） やはり老朽化して

いるというところが一つのところだと思いま

す。それと、今、流れとして、和式ではなかな

か用を足せないというような状況が多くなって

きているという社会的なところもありまして、

洋式化もあわせてというような状況かなと思い

ます。 

○委員（橋本隆一君） 結構ですが、公園で、

そういう要望がですね、幾つか出てたもんです

から、そういったところの確認でした。ありが

とうございました。 

○委員長（前川祥子君） ほかにありません

か。 

○委員（大倉裕一君） 今回の事業そのものな

んですけども、当初予算のほうで間に合わなか

ったということではなくて、補正のほうで、今

回計上されているわけですが、そのあたり、ど

ういう位置づけというんですかね、当初で計画

されてもいいような事業内容かなというふう

に、ちょっと思ったところもあるんですよ。そ

のあたり、今回の補正になったというところ、

そのあたりの説明をいただけますか。 

○理事兼財政課長（尾﨑行雄君） 当初には、

間に合わなかった分でですね、補助の内示等も

ですね、後で出てきた分がございますし、そう

いった国からの補助に、補助の内示に合わせた

ということで、補正対応としているところでご

ざいます。 

○委員（大倉裕一君） 何となくわかったよう

で、わからないところもあるんですけど、今回

は、市のほうの影響といいますか、考えという

ことじゃなくて、もともと当初予算に間に合う

ように計上してたんだけど、補助内容が、補助

事業として採択がなされなかった、そのため

に、補正のほうで計上されたということでいい

んですかね。 

 そもそも、その後に、当初予算の後に申請を

上げられとったんでしょうか。そのあたりのタ

イムスケジュール的なところも含めて、お願い

できますか。 

○理事兼財政課長（尾﨑行雄君） それぞれ案

件は違いますけれども、当初で出してた分ので

すね、実際補助内示で、今回調整で増額等をし

た分と、当初では全く計上してなくて、新たに

補助内示がありましたので、それに合わせて今

回計上したという部分がございます。 

○委員（大倉裕一君） ありがとうございま

す。 

 もう１点、済みません、先によろしいです

か。 

○委員長（前川祥子君） はい、どうぞ。 

○委員（大倉裕一君） 教育費の指定校の補助

金になるんですけども、指定をされると、一律

１０万円、──今回たまたまなのかもしれませ

んけど、１０万円という金額が、県のほうから

支出金のほうで入っているわけですけど、指定

校になると、入金されるのは１０万円というふ

うに決まっているんでしょうか、そこをちょっ

と教えていただけませんか。 

○理事兼財政課長（尾﨑行雄君） こちら、定

額で１０万円というふうに決まっているようで

す。 
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○委員（大倉裕一君） 委員会が違うのかもし

れませんけど、現場のほうと、これは意見にな

りますけども、現場のほうとしっかり確認をし

合っていただいて、本当に、事業費が、県から

の補助金というか、支出金で賄えられているも

のなのかどうか、そういったところをしっかり

確認をしていただいて、場合によっては、増額

というようなですね、お話も県のほうに上げて

いただくような取り組みをお願いしておきたい

というふうに思います。 

○委員長（前川祥子君） 意見ということで、

はい。 

 ほかにありませんか。 

○委員（古嶋津義君） 保育所の整備交付金に

ついてでありますけれども、これは、採択条件

といいますか、申請といいますか、手を、先に

挙げたところが採択されるんですかね。こども

未来課じゃなからんばわからんとかな。 

○財務部長（岩本博文君） 採択の状況がどの

ようにして採択されるかというのは、ちょっと

把握しておりません。ちょっと答えられませ

ん。 

○委員（古嶋津義君） 後で尋ねます。 

 それと、子ども・子育て支援整備交付金であ

りますが、これも、当初予算に乗るのかなと思

っておりましたが、これも、さっき尾﨑財政課

長が言いました、国の内示があってから乗せる

ということですかね。 

○財務部長（岩本博文君） 内示がありまして

から、予算化するというところで、財政課は対

応いたしております。 

○委員（古嶋津義君） 毎年毎年、補正で上が

ってくるから、そのようなことかなということ

で、確認の意味で質問をしました。 

 それと、もう一つはですね、公園施設の長寿

命化対策支援事業でありまして、これは都市公

園、農村公園は別で、児童公園っていろいろあ

りますが、この遊具については、３点セットと

か５点セットとかありますが、この都市公園に

ついては、どういう遊具の補助なんですか。ブ

ランコとか、いろいろあっですたい。 

○理事兼財政課長（尾﨑行雄君） 今回のです

ね、内田児童公園等につきましてはですね、回

転式の回る遊具を、今回改修するというふうに

聞いております。 

○委員（古嶋津義君） はい、わかりました。 

 以上です。 

○委員長（前川祥子君） ほかにありません

か。 

○委員（大倉裕一君） 合併特例債を活用しま

したということで報告が、説明がありましたけ

ども、活用後の合併特例債の、何というかな、

利用額というのは、総額で幾らになりますか。 

 今後、合併特例債を使った事業も出てくるん

だとは思うんですけども、現段階で幾らでしょ

うか。 

○理事兼財政課長（尾﨑行雄君） 今回の補正

分まで入れまして、２３４億１０００万程度の

執行予定でございます。 

○委員長（前川祥子君） ほかにありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（前川祥子君） 以上で質疑を終了し

ます。 

 意見がありましたら、お願いします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（前川祥子君） 以上で、歳入等につ

いて終了します。 

 次に、歳出の第１款・議会費について、議会

事務局より説明願います。 

○議会事務局長（國岡雄幸君） おはようござ

います。（｢おはようございます」と呼ぶ者あ

り）議会事務局長の國岡でございます。 

 今回、補正予算の中で、議会費の中で、議員

さんの海外行政視察旅費を提案をいたしており

ます。 
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 詳細につきましては、増田議会事務局次長が

説明いたしますので、よろしくお願いいたしま

す。 

○議会事務局次長（増田智郁君） おはようご

ざいます。（｢おはようございます」と呼ぶ者

あり）議会事務局、増田でございます。 

 今回、補正をお願いしております議会費につ

いて御説明させていただきます。説明に当たり

ましては、失礼かと存じますが、着座にて行わ

させていただきたいと思います。 

 それでは、議案第５７号・平成３０年度八代

市一般会計補正予算・第３号の議案書、１２ペ

ージをごらんいただきたいと思います。 

 ３、歳出、款１・議会費、項１・議会費、議

会費の議会運営事務事業につきまして、今回２

８０万円の補正を提案させていただいておりま

す。 

 本事業につきましては、委員の皆様、御承知

のとおり、平成２１年度より凍結されておりま

した議員による海外行政視察について、昨年１

１月２０日に開催されました議会運営委員会に

おいて、議長から本視察凍結解除の件について

諮問がなされ、以降、議会運営委員会で６回の

審議をされ、その結果、最終的に凍結解除がな

されたものでございます。 

 さらに、その結果につきましては、本年３月

定例会初日に議会運営委員会委員長から議場で

報告がなされております。 

 そこで、今回、議員さんによる海外行政視察

解除に伴い、補正予算を提案するものでありま

すが、本視察の取り扱い要領及び運用に、派遣

回数は任期中１回とする。派遣人員は１回当た

り１４名を超えてはならない。海外視察を行う

場合は、議員に対し１人当たり２０万円以内の

旅費を支給する。さらに、各年度の予算措置に

ついては、１４名分以内を予算措置するとされ

ており、これらにつきまして、議会運営委員会

で御決定いただくとともに、全員協議会にも報

告、周知がなされておりました。 

 これらのことが議会で御決定いただきました

ことから、今回、海外行政視察に伴う費用とし

て、議員さん１人当たり２０万円の１４人分を

計上させていただいているところでございま

す。 

 説明は、以上でございます。御審議方、よろ

しくお願いいたします。 

○委員長（前川祥子君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。 

○委員（大倉裕一君） 議運で決まったことと

は理解しながらもですね、１４名という数字の

考え方、予算の立て方というところで、以前、

海外視察凍結の前の状況としては、年間計画を

立てながら、その中で予算措置をしていったよ

うな気がしております。年度内に何人、どこの

会派がとかというような、しっかりした計画を

立てていたような気がしておりますが、今回、

ちょっと議会からの押しの強い部分もあったの

かなあと、もう少し丁寧な予算立てがあっても

いいんではないかなと思ってるんですけども、

そのあたりはいかがでしょうか。 

○議会事務局次長（増田智郁君） ただいま御

質問いただきました点について、御回答させて

いただきます。 

 まず、本視察の凍結解除になりましたのが、

３月、当初予算に間に合わないというところで

の補正予算での対応をさせていただいておりま

す。 

 要領の中で、１４名ということで、まず決め

ていただきまして、実際の取り扱いの運用につ

いては、議長に委ねるということにしていただ

いた経緯がございます。 

 先ほど大倉委員さんがおっしゃったとおり、

前の分につきましては、年度計画等がされて、

その分を予算措置するというようなことであっ

たかと思います。今回につきましては、まず、

今年度といいますか、今回凍結解除に当たりま
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して御決定いただいたときに、まず、１４名分

の予算措置をするということでお決めいただい

たというのと、その取り扱いの運用の中で、次

年度以降については、前年度に希望を聞いて、

それを予算措置するというようなところで決め

ていただいたところでございますので、平成３

０年度につきましては、通常、これが毎年行わ

れている分であれば、予算要求の際に希望をと

りまして、予算措置をするところでございます

が、解除の時期と予算要求の時期等々もござい

まして、ただ対応は、今年度から対応するとい

うことでございましたので、３０年度につきま

しては、１４名分を予算措置をさせていただい

たところでございます。 

 以上です。 

○委員長（前川祥子君） ほかにありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（前川祥子君） 以上で質疑を終了し

ます。 

 意見がありましたら、お願いします。 

○委員（大倉裕一君） 議運で決定をした内容

とは言いますが、繰り返しになるんですけれど

も、やはり議会運営委員会のほうに陳情とし

て、市民の方からやはり凍結を解除すべきでは

ないといった陳情書が届いてきておりました。

そういう内容、市民の中には声があるというこ

ともしっかりと委員会の中では反映をしていく

べきではないかなというふうな思いを持ってお

ります。 

○委員長（前川祥子君） ほかにありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（前川祥子君） 以上で、歳出の第１

款・議会費について終了します。 

 次に、第２款・総務費について、財務部より

説明願います。 

○財務部次長（佐藤圭太君） 引き続き、座ら

せていただきまして、説明させていただきま

す。よろしくお願いいたします。 

 議案書の１ページをお願いいたします。 

 議案第５９号・専決処分の報告、――済みま

せん、失礼しました。 

 失礼しました。引き続きまして、総務費の歳

出を説明いたします。 

 １２ページをお願いいたします。 

 款２・総務費、項１・総務管理費、目５・企

画費で、自治総合センターコミュニティ助成事

業として４６０万円を計上しております。内訳

は、先ほど、諸収入で説明しましたとおり、二

見住民自治協議会が、コミュニティー活動に使

用する備品を整備する経費への補助金２２０万

円と、千丁校区まちづくり協議会が、同じくコ

ミュニティー活動に使用する備品を整備する経

費への補助金２４０万円でございます。なお、

特定財源としまして、全額、諸収入を予定いた

しております。 

 次に、目７・交通防犯対策費で、生活交通確

保維持事業として４７０万円を計上しておりま

す。これも、国庫支出金で説明しましたが、昨

年１０月に再編を実施しましたバス路線の種山

線や東町線など４路線の沿線住民を対象とし

て、再編内容の周知やアンケート等の実施を行

う八代市モビリティ・マネジメント事業業務委

託料でございます。なお、特定財源としまし

て、全額、国庫支出金及び基金繰入金を予定い

たしております。 

 以上で説明を終わります。御審議のほど、よ

ろしくお願いいたします。 

○委員長（前川祥子君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。ありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（前川祥子君） 以上で質疑を終了し

ます。 

 意見がありましたら、お願いします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 
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○委員長（前川祥子君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第５７号・平成３０年度八代市一般会計

補正予算・第３号中、当委員会関係分につい

て、原案のとおり決するに賛成の方の挙手を求

めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（前川祥子君） 挙手多数と認め、本

案は原案のとおり可決されました。 

                              

◎議案第５９号・専決処分の報告及びその承認

について（平成２９年度八代市一般会計補正予

算・第１０号） 

○委員長（前川祥子君） 次に、事件議案の審

査に入ります。 

 まず、議案第５９号・平成２９年度八代市一

般会計補正予算・第１０号に係る専決処分の報

告及びその承認についてを議題とし、説明を求

めます。 

○財務部次長（佐藤圭太君） 引き続き、座ら

せていただきまして、説明させていただきま

す。 

 議案書の１ページをお願いいたします。 

 議案第５９号・専決処分の報告及びその承認

についてでございます。 

 内容は、平成２９年度八代市一般会計補正予

算書・第１０号で、３月定例会後に、繰越明許

費の追加、並びに起債限度額の変更などを行う

必要から、平成３０年３月３０日に専決処分を

行ったものでございます。 

 それでは、５ページをお願いいたします。 

 第１条は、歳入予算の補正でございますが、

歳入予算の補正の款項の区分及び当該区分ごと

の金額並びに補正後の歳入予算の金額は、第１

表、歳入予算補正によるといたしております。 

 また、第２条では繰越明許費の補正を、第３

条で地方債の補正をお願いしておりますが、内

容につきましては、６ページの表で説明いたし

ます。 

 それでは、６ページをお願いいたします。 

 下段の第２表、繰越明許費補正の追加でござ

いますが、款４・衛生費、項１・保健衛生費の

斎場施設整備事業で２５６万円の追加を行って

おりますが、これは、八代市斎場の電動キャリ

ア台車のうち１台が故障いたしておりましたの

で、修繕を発注しておりましたが、部品調達が

困難となり、年度内に完了することができなく

なったため、繰越明許費を追加したものでござ

います。 

 次の、款９・教育費、項７・社会教育費の指

定文化財復旧事業（地震災害関連）で５２９２

万円の追加を行っておりますが、これは、八代

城の石垣修復を実施しておりますが、江戸時代

の記録にない新たな修復歴が発見され、石垣の

裏込めの構造や勾配の変化などの調査に不測の

時間を要しまして、年度内に保存修復報告書の

作成と刊行ができなくなったため、繰越明許費

を追加したものでございます。 

 ７ページをお願いいたします。 

 第３表、地方債補正でございますが、１の変

更で、土地区画整理事業において、限度額を減

額いたしております。 

 詳しい内容は、後ほど、歳入、款２１・市債

で説明をいたします。 

 なお、起債の方法、利率、償還の方法につき

ましては、補正前と同じでございます。 

 続きまして、歳入を説明いたします。 

 １０ページをお願いいたします。 

 款１０、項１、目１、節１・地方交付税で８

９万６０００円を減額いたしております。これ

は、今回の補正予算の一般財源が減額となりま

したので、地方交付税で調整したものでござい

ます。 

 次に、款１８・繰入金、項１・基金繰入金、

目５、節１・八千把地区土地区画整理事業基金

繰入金で８４９万６０００円を計上いたしてお
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ります。これは、八千把地区土地区画整理事業

で予定しておりました特定財源である市債の地

方道路等整備事業債におきまして、その対象事

業が減額となりましたことから、減額に対する

財源措置として、八千把地区土地区画整理事業

基金繰入金を増額したものでございます。 

 次に、款２１・市債、項１・市債、目６・土

木債、節４・都市計画債で７６０万円を減額し

ております。これは、ただいま繰入金で説明し

ました八千把地区土地区画整理事業で予定して

おりました特定財源である市債の地方道路等整

備事業債において、その対象事業が減額となり

ましたことから、当該事業分について減額して

おります。 

 以上が歳入の説明でございます。歳出はござ

いませんので、これで説明を終わります。御審

議のほどよろしくお願いいたします。 

○委員長（前川祥子君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。 

○委員（大倉裕一君） 繰越明許なんですけど

も、３月３０日に専決ですよね。６月議会に、

今報告という形で上がってきたんですが、もう

少し工程管理をしっかりしていると、３月会期

中の中で、追加提案という形でできたんではな

いかなというふうに判断をするんですが、その

あたりどのような見解をお持ちですか。 

○財務部次長（佐藤圭太君） 本来だったら、

大倉委員おっしゃるとおり、３月定例会に間に

合わせたいということで作業を進めていたんで

すが、定例会後にですね、この繰越明許費が出

てきたものですから、やむなく専決したところ

でございます。 

○委員（大倉裕一君） 財務部のほうにです

ね、非はないよというようなことなんでしょう

けども、財務部のほうからもですよ、そこはし

っかり、もう定例会が始まっているよって、工

程が年度内におさまるかどうかということを再

点検してくれとか、そういったものを出しなが

ら、こういう繰越明許が出ないようなですよ、

対応をですね、出ないようなといいますか、年

度をかえての繰越明許にならないように、通常

は３月できちんと繰越明許が出されるべきだと

思いますので、そういう取り組みを指導してい

ただくようにお願いをしておきたいと思いま

す。 

○委員長（前川祥子君） 意見ということでよ

ろしいですか。 

○委員（大倉裕一君） 要望でいいです。 

○委員長（前川祥子君） 要望ですね、はい。 

 ほかにありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（前川祥子君） 以上で質疑を終了し

ます。 

 意見がありましたら、お願いします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（前川祥子君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第５９号・平成２９年度八代市一般会計

補正予算・第１０号に係る専決処分の報告及び

その承認については、承認するに賛成の方の挙

手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（前川祥子君） 挙手全員と認め、本

件は承認されました。 

                              

◎議案第６５号・専決処分の報告及びその承認

について（平成３０年度八代市一般会計補正予

算・第２号（関係分）） 

○委員長（前川祥子君） 次に、議案第６５号

・平成３０年度八代市一般会計補正予算・第２

号中、当委員会関係分に係る専決処分の報告及

びその承認についてを議題とし、説明を求めま

す。 

○財務部次長（佐藤圭太君） 引き続き、座ら

せていただきまして、説明させていただきま

す。よろしくお願いいたします。 
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 議案書の４９ページをお願いいたします。 

 議案第６５号・専決処分の報告及びその承認

についてでございます。内容は、平成３０年度

八代市一般会計補正予算書・第２号で、３月定

例会後に、訴訟事務に伴う債務負担行為の追

加、並びに災害復旧事業に伴う起債限度額の変

更を行う必要から、平成３０年５月１８日に専

決処分を行ったものでございます。 

 総務委員会付託分について説明いたします。 

 それでは、５３ページをお願いいたします。 

 第１条は、歳入歳出予算の補正でございます

が、歳入歳出それぞれ６４０万円を追加し、補

正後の総額を歳入歳出それぞれ５６７億８７９

０万円といたしております。 

 また、第２条、債務負担行為の補正を、第３

条で地方債の補正をお願いしておりますが、内

容につきましては、５５ページの表で説明いた

します。 

 それでは、５５ページをお願いいたします。 

 第２表、債務負担行為補正の追加でございま

すが、訴訟事務委託（市立中学校いじめ問題事

案）といたしまして、期間を平成３０年度から

訴訟契約終了年度まで、限度額を訴訟契約によ

り決定した額に設定しております。これは、市

立中学校におけるいじめ問題事案について、平

成３０年５月１４日に訴状が届き、早急な対応

が必要でありますことから、その訴訟の結審ま

でに係る経費について、債務負担行為の設定を

行っております。 

 次に、第３表、地方債補正でございますが、

１の変更で、災害復旧事業において、限度額を

増額いたしております。詳しい内容は、後ほ

ど、歳入、款２１・市債で説明をいたします。 

 なお、起債の方法、利率、償還の方法につき

ましては、補正前と同じでございます。 

 続きまして、歳入を説明いたします。 

 ５９ページをお願いいたします。 

 款１０、項１、目１、節１・地方交付税で３

９０万円を計上いたしております。これは、今

回、補正予算の一般財源でございます。 

 次に、款２１、項１・市債、目８・災害復旧

債、節３・公共土木施設災害復旧債で２５０万

円を計上しております。これは、平成３０年５

月２日から３日、及び６日から８日までの豪雨

により被災しました、泉地区の腰越～平線など

３路線ののり面崩壊等の復旧事業に係る市債

で、充当率は起債対象事業費の１００％でござ

います。 

 以上が歳入の説明でございますが、総務委員

会に付託されました歳出はございませんので、

これで説明を終わります。御審議のほどよろし

くお願いいたします。 

○委員長（前川祥子君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。質疑ありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（前川祥子君） 以上で質疑を終了し

ます。 

 意見がありましたら、お願いします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（前川祥子君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第６５号・平成３０年度八代市一般会計

補正予算・第２号中、当委員会関係分に係る専

決処分の報告及びその承認については、承認す

るに賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（前川祥子君） 挙手全員と認め、本

件は承認されました。 

                              

◎議案第６０号・専決処分の報告及びその承認

について（八代市市税条例等の一部を改正する

条例） 

○委員長（前川祥子君） 次に、議案第６０号

・八代市市税条例等の一部を改正する条例に係

る専決処分の報告及びその承認についてを議題
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とし、説明を求めます。 

○市民税課長（中田利一郎君） おはようござ

います。（｢おはようございます」と呼ぶ者あ

り）市民税課の中田でございます。よろしくお

願いします。着座して、御説明させていただい

てよろしいでしょうか。 

○委員長（前川祥子君） どうぞ。 

○市民税課長（中田利一郎君） それでは、議

案書の１３ページをお願いします。 

 議案第６０号・専決処分の報告及びその承認

についてでございます。 

 提案理由でございますが、専決処分した事件

については、地方自治法第１７９条第３項の規

定により議会に報告し、その承認を求める必要

があることから提案するものです。 

 １４ページをお願いします。 

 専決第３号・専決処分書でございます。内容

は、八代市市税条例等の一部を改正する条例で

ございます。 

 １５ページから３２ページまでが、改正規定

についてでございます。 

 専決の理由といたしましては、地方税法等の

一部を改正する法律が、平成３０年３月３１日

に公布され、八代市市税条例におきましても必

要な改正を行い、３月３１日付で専決処分した

ものでございます。 

 改正の内容につきましては、市民税に関する

ものは私のほうで、資産税に関するものは、こ

の後、松川資産税課長より御説明いたします。 

 改正内容の主なものにつきましては、お手元

に配付しております、右上に、議案第６０号関

係資料１、それから、議案第６０号関係資料

２、それと、２につきましては、新旧対照表で

ございます。それと、資料３の八代市市税条例

施行日と関連条文と書いてあります資料にて、

御説明したいと思います。 

 市民税の主なものとしましては、個人市民

税、法人市民税、たばこ税の３点について御説

明いたします。 

 なお、施行日につきまして、平成３０年４月

１日から施行されるものと、本年１０月１日か

ら施行されるものなど、施行日が異なっており

ますので、施行日ごとに、どの条文が該当する

か、関係資料の３のほうにまとめておりますの

で、よろしくお願いします。１枚物でございま

す。 

 それでは、資料１をごらんください。 

 まず、個人市民税につきましては、働き方の

多様化を踏まえ、さまざまな形で働く人を応援

し、働き方改革を後押しする観点から、給与所

得控除及び公的年金等控除の制度の見直しを図

りつつ、一部を基礎控除に振りかえるなどの対

応を行うこととされました。 

 具体的には、給与所得額を一律１０万円引き

下げ、基礎控除の控除額を１０万円引き上げる

ものです。これによりまして、個人市民税の基

礎控除額が３３万円から４３万円、所得税が３

８万円から４８万円に引き上げられました。な

お、給与所得と年金所得の両方を有する方は、

片方に係る控除のみが減額されます。 

 次に、給与所得控除の上限となる給与収入を

１０００万円から８５０万円に引き下げるとと

もに、控除額も２２０万円から１９５万円に引

き下げられますが、２３歳未満の扶養親族や特

別障害者控除の対象となる扶養親族等が同一生

計内にいる方など、子育てや介護を行っている

方については、負担が増加しないように控除額

を２１０万円に設定されております。 

 次の裏面をお願いいたします。 

 公的年金等控除については、給与所得控除と

は異なり、控除額に上限がなく、年金以外の所

得が幾ら高くても、年金収入だけで生活する人

と同じ額の控除が受けられるなど、高所得の年

金所得者にとって手厚い仕組みになっていると

の指摘がなされてきました。こうした点を踏ま

え、世代内、世代間の公平性を確保する観点か
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ら、公的年金等収入が１０００万円を超える場

合の控除額に１９５万５０００円の上限が設け

られました。 

 また、公的年金等以外の年金所得金額が１０

００万円を超え、２０００万円以下の場合は、

控除額の上限額である１９５万５０００円から

１０万円を、２０００万円を超える場合は２０

万円を上限額から引き下げることになりまし

た。 

 それから、基礎控除につきまして、合計所得

金額が２４００万円を超え、２４５０万円以下

については、基礎控除額を２９万円に、２４５

０万円を超え２５００万円以下は１５万円に、

さらに、２５００万円を超える場合には、基礎

控除額の適用はしないこととされました。 

 以上の個人市民税につきましては、平成３３

年１月１日から施行されます。 

 次に、法人市民税についてですが、外国子会

社合算税制により、親会社内国法人への所得の

合算をされた外国子会社の支払った所得税、法

人税及び法人住民税等の額のうち、合算された

所得に対応する金額について、法人税及び地方

税から控除し切れなかった金額を、法人住民税

法人税割から控除する制度が創設され、二重課

税の調整を行うこととされました。 

 この規定の施行日は、平成３０年４月１日で

ございます。 

 続きまして、たばこ税についてでございま

す。たばこ税につきまして、国及び地方のたば

こ税の税率を、平成３０年１０月１日から１本

当たり１円ずつ、１箱当たり２０円、段階的に

引き上げることとされました。 

 平成３０年１０月１日、平成３２年１０月１

日、そして平成３３年１０月１日に、それぞれ

１箱当たり２０円ずつ引き上げられ、最終的に

は現在よりも１箱当たり６０円上がることにな

ります。 

 また、近年急速に市場が拡大している加熱式

たばこについては、加熱式たばこの課税区分を

新設し、その製品の特性を踏まえた課税方式に

見直しされました。 

 これまで加熱式たばこは、パイプたばこに分

類され、製品重量１グラムを紙巻たばこ１本に

換算し課税がなされていましたが、製品重量が

軽いことから、紙巻たばこに比べて税負担が低

くなっており、また、加熱式たばこ間でも製品

重量に差があり、税負担が大きく異なるなど、

課税の公平性の観点から課題がありました。 

 加熱式たばこは、紙巻たばこと同様の価格帯

で販売され、その代替性が極めて高い商品であ

ることに加え、その販売量は急速に増加してい

る状況であり、今後さらに紙巻たばこから加熱

式たばこへの切りかえが進めば、税負担格差に

比例してたばこの税収も大きく減少することに

なり、財政面から早急な対応が必要と考えら

れ、加熱式たばこの製品特性を踏まえた課税方

式へ見直されたところでございます。 

 今回の改正により、加熱式たばこに係る紙巻

きたばこの本数への換算方法については、重量

と価格を紙巻たばこの本数に換算する方式に改

められ、重量と価格の換算比率は１対１で紙巻

たばこの本数に換算されることになります。 

 重量につきましては、巻紙、フィルター等を

除く葉たばこ、溶液の重量０.４グラムごとで

紙巻たばこの０.５本に換算し、価格について

は、加熱式たばこの消費税を除いた小売定価の

紙巻たばこ１本の金額に相当する金額をもっ

て、紙巻たばこの０.５本に換算されることと

なりました。 

 なお、開発努力を行った企業や消費者への影

響に配慮し、平成３０年１０月１日より平成３

４年１０月１日までの５回に分けて段階的に移

行することとなっております。 

 具体的には、見直しの段階ごとに、従来の課

税方式による紙巻きたばこへの換算本数を５分

の１ずつ減らし、新たな課税方式による紙巻た
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ばこへの換算本数を５分の１ずつふやすもので

ございます。 

 以上が、市民税に関する主な改正点でござい

ます。 

 続きまして、資産税に関しましては、松川資

産税課長が御説明いたします。 

○資産税課長（松川由美君） 資産税課、松川

でございます。 

 資産税に関する内容について御説明させてい

ただきます。着座させて御説明させていただき

ます。よろしくお願いいたします。 

○委員長（前川祥子君） どうぞ。 

○資産税課長（松川由美君） 説明資料の３ペ

ージをお開きいただけますでしょうか。 

 今回の改正におけます資産税に関する主な内

容といたしまして、大きく２点になります。資

料のほう、市民税課分に続く番号といたしまし

て、３ページに４番、４ページに５番として網

かけをいたしております。 

 まず、４ですが、課税標準の特例措置、わが

まち特例の創設、並びに内容の見直しがなされ

ております。 

 わがまち特例につきましては、そこに記載さ

せていただきました。平成２４年度以降の税制

改正により、地方税の特例措置について、それ

まで国が一律に定めていた内容を、地方自治体

がそれぞれの実情に対応した政策が展開できる

よう、自主的に判断し、条例で決定できるよう

にした仕組み、地域決定型地方税制特例措置の

ことを言う通称でございます。 

 国のほうから特例割合について範囲が示され

ますので、その範囲内で自治体ごとに条例でそ

の割合を定めるものでございます。今回３つの

内容について、特例措置を創設、あるいは見直

しをいたしております。 

 まず、①ですが、中小企業の設備投資支援と

しての特例措置が創設されました。資料のほう

には書いておりませんけれども、特例措置が創

設されました背景を、少しお話しいたします

と、中小企業の業績は回復傾向にありますが、

労働生産性は伸び悩んでおり、大企業との差も

拡大傾向にあります。中小企業が所有する設備

は老朽化が進み、生産性向上の足かせになって

いる状況です。また、今後、少子高齢化、人手

不足、働き方改革への対応など厳しい事情を取

り巻く環境を乗り越えるため、老朽化が進む設

備を生産性の高い設備に一新し、事業者自身の

労働生産性の飛躍的向上を図る必要がありま

す。 

 以上のような背景から、丸印を、資料のほう

につけておりますけれども、まず、国におきま

して、生産性向上特別措置法という法律が、今

国会で制定され、６月６日施行されました。同

法に基づきまして、市町村は先端設備等の導入

の促進に関する基本的な計画を、また中小企業

等におきましては、先端設備等導入に関する計

画を作成することになります。 

 下に書いておりますが、生産性向上特別措置

法に規定する市町村が作成した導入促進基本計

画に適合し、かつ労働生産性を年平均３％以上

向上させるものと認定された先端設備等導入計

画に盛り込まれている一定の機械・装置等で、

生産、販売活動等に使用されるもののうち、先

端設備等導入計画認定日から平成３３年３月３

１日までの間に取得されたものに対して、資産

税を最初の３年間軽減するというものでござい

ます。 

 国から示された特例割合範囲は、ゼロ以上２

分の１以下となっておりまして、本市、八代市

におきましてはゼロといたしております。これ

は、市町村が特例措置をゼロとした場合、そこ

に所在する事業者が特定の補助事業を実施しよ

うとした場合、国のほうからその点が加味され

て優先採択されるためでございます。 

 施行日は、先ほども申し上げましたが、平成

３０年６月６日。今回の改正条文でいいます
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と、八代市市税条例の附則第１０条の２第２４

項でございます。 

 次に、②といたしまして、津波避難施設に係

る特例措置について、対象施設の追加と期間の

延長をいたしております。 

 これまで、市町村と管理協定が結ばれた津波

避難施設について特例措置が講じられておりま

したが、今回その期間を３年間、平成３３年３

月３１日までに延長するとともに、適用対象に

指定避難施設及び防災用倉庫、防災用ベンチ、

非常用電源を追加するというものでございま

す。 

 特例割合につきましては、国から参酌すべき

割合ということで、３分の２と２分の１と言っ

てきてございますので、それに合わせておりま

す。 

 また、本市には法に規定されている津波災害

警戒区域は、今現在ございませんが、条例制定

しておく必要性がありますことから、今回改正

するものでございます。 

 施行日は平成３０年４月１日。改正条文でい

いますと、附則第１０条の２第５項から第９項

でございます。 

 次、１枚おめくりいただきまして、４ページ

をお願いいたします。 

 ③再生可能エネルギー発電設備に係る特例措

置についても、対象施設や特例割合について見

直しがなされております。 

 電気事業者による再生可能エネルギー電気の

調達に関する特別措置法に規定する一定の発電

設備について、これにつきましては米印２とし

て書いておりますが、太陽光、風力、水力、地

熱、バイオマス、以上のものを電気に変換する

設備について、特例措置を行うものでございま

す。 

 これまで、この再生可能エネルギー発電設備

について特例措置が図られておりましたが、今

回その期間を２年間、平成３２年３月３１日ま

で延長するとともに、施設の能力により割合に

ついても見直しがなされました。 

 特例割合につきましては、国から参酌すべき

割合に合わせ、各設備についてその能力により

まして、記載の割合といたしております。 

 施行日は平成３０年４月１日。条文は、附則

第１０条の２第１２項から第１９項でございま

す。 

 次に、２つ目の大きな改正点であります、

５、税負担の特例措置の創設、延長についてで

ございます。２項目、記載しております。 

 まず、①バリアフリー改修が行われた劇場や

音楽堂に係る税額の減額措置が創設されており

ます。高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促

進に関する法律、いわゆるバリアフリー法に規

定する特別特定建築物に該当する家屋のうち、

主に実演芸術を行うものについて、平成３０年

４月１日から３２年３月３１日までの間に、同

法に基づく建築物移動等円滑化誘導基準に適合

させるような改修を行った場合、その旨市町村

に申告すれば、改修工事完了年の翌年度から２

年度分、当該家屋に係る固定資産税の３分の１

相当分を減額するというものでございます。 

 米印で書いておりますが、今回の該当施設と

する、主に実演芸術を行うものとは、劇場及び

演芸場、並びに集会場及び公会堂となっており

ます。 

 施行日は平成３０年４月１日でございまし

て、今回の改正条文でいいますと、附則第１０

条の３第１２項が該当いたしますけれども、そ

の内容は、ただいま申し上げました特例措置の

割合等についての記載ではございませんで、申

請時の添付書類等に関する内容となっておりま

す。 

 次に、②土地の負担調整措置の延長について

でございます。 

 まず、（１）下落修正措置でございます。こ

れは平成９年度以降実施されている措置でござ
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いますが、３年に一度評価がえが行われており

ますが、それ以外の年度においても地価が下落

し、課税上著しく均衡を失すると認められる場

合には、修正を行うことを規定するものでござ

います。 

 今年度、評価がえの初年度でございますの

で、本調整期間は、来年の平成３１年度、それ

と再来年、３２年度となります。改正条文は、

附則第１１条の２でございます。 

 次に、（２）地目ごとの調整措置でございま

す。地域や土地による負担のばらつきの均衡化

を図るため、これまでも実施されているもので

ございまして、平成３０年度が評価がえの基準

年度となることに伴い、３年間延長することと

し、条文の見出しや条文中の年度を改正するも

のでございます。改正前の年度に３年間を加え

たものが改正後の年度となっております。 

 改正条文は、附則第１１条、第１２条、第１

３条でございます。施行日は、（１）、（２）

ともに平成３０年４月１日でございます。 

 以上が、今回地方税改正におけます資産税に

関する主な内容でございます。御審議方よろし

くお願いいたします。 

○委員長（前川祥子君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。質疑ありません

か。 

○委員（大倉裕一君） たくさんお尋ねをした

いといいますか、一気に理解が難しいもんで、

まず、個人市民税のほうで、①の給与所得控

除、公的年金控除から基礎控除への振りかえと

いうことで、１０万円の分が振りかえられるよ

うになっているわけですけど、具体的に、一つ

の所得を挙げていただいて、八代市の平均所得

ぐらい、何か例に挙げていただいて、上がるも

のなのか、下がるものなのか、市民にどういう

影響が出るのかというところをお聞かせいただ

きたい。 

○市民税課長（中田利一郎君） 給与所得控除

というのが、給与が１００万円だったと、収入

ですね。それから、その給与所得控除というこ

とで、通常６５万円となりまして、所得は３５

万円。これが、今回は６５万円を１０万円引き

下げて、５５万円として、所得は１０万円上が

りまして４５万、基礎控除額が３３万だったの

が４３万というふうに、いわゆる給与所得控除

を１０万円下げるかわりに、基礎控除を１０万

円上げるということで、普通の人は変わらない

というような状況になります。 

 今回の改正では、高所得額、１０００万を８

５０万円に引き下げたということで、上限額で

すね、高収入がある人たちへの影響はあるかと

思いますが、それ以外の方については、影響は

ほとんどないというような状況でございます。 

 こちらの資料でもありますけど、基礎控除額

の、まず、住民税が、今３３万円でありました

ので、今申し上げましたとおり、所得は１０万

円上がりますが、それから、基礎控除の分を１

０万円、また差し引きますので、結果は現行と

同じような税額になるというようなことです。 

○委員（大倉裕一君） 高所得の方だけが影響

が出る可能性があると、一般のといいますか、

という方は、所得といいますか、影響額はない

ですよというような捉え方でよろしいんですか

ね。 

○市民税課長（中田利一郎君） 済みません、

資料１の１ページ目の②というところで、給与

所得控除の適正化ということで、給与収入、今

まではですね、給与所得控除の上限となるのを

１０００万円としてあったんですけど、ここを

８５０万円に引き下げて、控除額が、今までは

２２０万円の控除がありましたが、これを１９

５万円に引き下げるということで、ここでま

た、８５０万円以上の方に対しては、所得が高

くなるといったところで、こういうところで、

高収入がある方たちに対しての、今回はちょっ

と、影響があるものと考えております。 
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 次の２ページのほうにも、公的年金控除の適

正化ということで、先ほど説明いたしました

が、公的年金等の収入についても、ずっと控除

額の上限というのが設けられていませんでした

ので、公的年金収入以外の１０００万円を超え

る公的年金等の方についても、ずっと控除があ

りましたのを、上限として１９５万５０００円

を上限として、それ以上の方は、もうそれ以上

の控除はないというふうなことになっておりま

す。 

 それから、１０００万円を超え、公的年金等

収入以外の所得金額が１０００万円を超え２０

００万円以下の場合には、その控除額から１９

５万５０００円から１０万円を差し引くと。さ

らに、２０００万を超える場合は１９５万５０

００円から２０万円を引いた分を控除とすると

いうようなところになって、高所得者といいま

すか、そういった方たちへの影響のほうが大き

いようになっております。 

○委員（大倉裕一君） 概略といいますか、理

解をさせていただきました。 

 次のお尋ねになるんですけれども、法人市民

税ですけど、この法人市民税の該当する市民と

いうのは何％ぐらいいらっしゃるんですか。 

○市民税課長（中田利一郎君） 法人市民税と

いうのは、法人、それぞれの各企業が法人で

す。（委員大倉裕一君「質問の趣旨が、ちょっ

と伝わってないと思いますので、よろしいです

か」と呼ぶ） 

○委員長（前川祥子君） では、いま一度、大

倉委員。 

○委員（大倉裕一君） 今回見直しに挙がって

いる対象者ですね、大きな２番の法人市民税と

いうところで、この見直しに該当する市民の対

象者がどれだけいらっしゃるかというところを

教えていただけますか。 

 あわせて、どれぐらい影響額があるか。 

○市民税課副主幹兼諸税係長（園部慎治君） 

市民税課、園部でございます。よろしくお願い

いたします。 

 今お尋ねの件でございますが、改正に該当す

るような納税義務者の方、法人の数について

は、済みません、把握をしておりません。 

 法人市民税につきましてが、申告納税の制度

でございまして、外国税額の控除などがあられ

る企業さんというのもあられるんですが、もう

既にそれを控除したところで法人市民税を計算

した形で申告納付いただいておりまして、恐ら

くは、余り大きな影響はないのではないかとい

うふうには考えておりますが、済みません、数

字については持ち合わせておりません。 

 以上でございます。（委員大倉裕一君「は

い、結構です」と呼ぶ） 

○委員長（前川祥子君） ほかにありません

か。 

○委員（橋本隆一君） 確認ですが、一般市民

の方、税に関して、私も含めて、私はそうなん

ですが、余り詳しくなくてですね、それで、い

わゆる周知広報ということについてお尋ねした

いんですが、特に、一般市民の方が関係あるの

が、たばこ税とかですね、あと、中小企業の特

例措置とか、あるいはバリアフリー改修を行わ

れた事業とか、土地の負担調整とか、知らず

に、そのままやっとっても、特に影響はないの

かと思われるのか、それとも、やはり知っとっ

ておいたほうがいいのかちゅうのが、ちょっと

理解に、どのようにしたらいいのかなちゅうの

があったもんですから、知っといたほうがいい

のかなと。 

○市民税課長（中田利一郎君） たばこ税につ

きましては、これから１０月１日に１本当たり

１円ずつ上がるということで、これはＪＴとい

いますか、たばこ産業界からとかも、いろいろ

テレビ等でも出てくるのかなということもあり

まして、特に、こちらからこうなりますという

のはないのかなと。負担についても、直接入っ
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てきますので、個人の方は購入されたときに、

その代価を払われるというようなことでござい

ますので、ただ、たばこ税につきましては、こ

れまでも何回となく、税の負担が上がっており

ますが、ほとんどですね、これまで税の負担が

上がったから、税額がふえたかというと、ほと

んど横ばいの状態で、どちらかといいますと、

今、健康志向もございまして、どちらかという

と、全体的には下がってきている状況でござい

ますので、こちらがあえて税負担がこうなりま

すよというのは、今から先、テレビ等でも各社

報道等もあられるかと思いますので、そういう

ふうに捉えております。 

○委員（橋本隆一君） ありがとうございまし

た。 

 じゃあ、続けて、再生可能エネルギー発電と

か、特例措置に関してですけども、再生可能エ

ネルギーの実行される企業等をですね、これは

もう、企業さんあたりは、常にそういうアンテ

ナを張っておられるので、こちらからあえて、

こうなりますよということの周知広報はされま

すか。されるならば、どういった形でされます

か。 

○資産税課長（松川由美君） 今質問、委員さ

んのほうからいただきましたけれども、今の時

点では、あえて、改めてですね、広報活動とい

うのは予定してないところではございます。

が、関係するところ、されるかもなというよう

な企業さんとかですね、そういうところは、市

役所の関係課かいとも相談をいたしまして、少

し内容について、情報提供とかはしたいという

ふうには考えております。 

○委員（橋本隆一君） わかりました。当然で

すね、企業でされるわけですから、自分のとこ

ろが一番気になるところなので、その都度担当

課とお話しされているんですね。わかりまし

た。 

○委員長（前川祥子君） ほかにありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（前川祥子君） なければ、以上で質

疑を終了します。 

 意見がありましたら、お願いします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（前川祥子君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第６０号・八代市市税条例等の一部を改

正する条例に係る専決処分の報告及びその承認

については、承認するに賛成の方の挙手を求め

ます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（前川祥子君） 挙手全員と認め、本

件は承認されました。 

 執行部が来てませんので、小会します。 

（午前１１時２２分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１１時２３分 本会） 

◎議案第６３号・専決処分の報告及びその承認

について（八代市一般職の職員の給与に関する

条例の一部を改正する条例） 

○委員長（前川祥子君） 本会に戻します。 

 次に、議案第６３号・八代市一般職の職員の

給与に関する条例の一部を改正する条例に係る

専決処分の報告及びその承認についてを議題と

し、説明を求めます。 

○理事兼人事課長（白川健次君） 皆様、こん

にちは。（｢こんにちは」と呼ぶ者あり）人事

課の白川でございます。よろしくお願いいたし

ます。 

 説明の前にですね、まず、おわびを申し上げ

ます。 

 今回の専決処分につきましては、八代市部設

置条例の改正に伴いまして、改正が必要となっ

た条例の改正にですね、漏れがあったというも

ので、本来であれば、さきのですね、３月定例

会に提案すべきであったというものでございま
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す。本当に申しわけございませんでした。 

 それでは、着座にて説明をさせていただきま

す。 

○委員長（前川祥子君） どうぞ。 

○理事兼人事課長（白川健次君） 議案第６３

号・専決処分の報告及びその承認についてでご

ざいます。 

 議案書は４１ページからになります。 

 ４２ページが専決処分書でございまして、そ

の内容は、八代市一般職の職員の給与に関する

条例の一部を改正する条例となります。 

 ４３ページには、その改正文をお載せしてお

りますが、今回は、お手元に配付してあります

資料、右肩に議案第６３号関係資料と書いてお

ります、こちらの資料に基づいてですね、説明

をさせていただきたいと思いますので、どうぞ

よろしくお願いいたします。資料はよろしいで

しょうか。 

○委員長（前川祥子君） はい、どうぞ。 

○理事兼人事課長（白川健次君） まず、１の

専決処分の理由でございます。八代市部設置条

例の改正によりまして、市長公室が設置された

ことに伴いまして、本給与条例に基づく平成３

０年４月の職員の給与支給を行うためには、本

条例の改正が必要であることから、専決処分を

行ったというものでございます。 

 ２の改正内容、新旧対照表をごらんくださ

い。今回改正いたします本条例の別表第３は、

給料表の級別の基準となる職務を規定している

ものでございます。 

 今回の改正は、この別表第３のうち、行政職

給料表の６級の項に規定をしております部次長

を部（公室）次長に改め、また、同じく７級の

項に規定しております部長を部（公室）長に、

部次長を部（公室）次長に改めるというもので

ございます。 

 なお、施行日は平成３０年４月１日といたし

ております。 

 説明は以上でございます。御審議のほど、ど

うぞよろしくお願いいたします。 

○委員長（前川祥子君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（前川祥子君） なければ、以上で質

疑を終了します。 

 意見がありましたら、お願いします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（前川祥子君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第６３号・八代市一般職の職員の給与に

関する条例の一部を改正する条例に係る専決処

分の報告及びその承認については、承認するに

賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（前川祥子君） 挙手全員と認め、本

件は承認されました。 

 執行部入れかえのため、小会いたします。 

（午前１１時２７分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１１時２８分 本会） 

◎議案第６７号・あらたに生じた土地の確認に

ついて 

◎議案第６８号・町区域の変更について 

○委員長（前川祥子君） 本会に戻します。 

 次に、議案第６７号・あらたに生じた土地の

確認について、及び議案第６８号・町区域の変

更についての２件については、関連があります

ので、本件２件を一括を議題とし、採決につい

ては、個々に行いたいと思います。 

 それでは、本２件について、一括して説明を

求めます。 

○水産林務課長（中川俊一君） 水産林務課長

の中川です。よろしくお願いいたします。 

 資料を用いまして、座って説明をさせていた

だきたいと思います。 

○委員長（前川祥子君） どうぞ。 
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○水産林務課長（中川俊一君） 議案書の７３

ページから７５ページになります。 

 議案第６７号と議案第６８号は関連がござい

ますので、一括して御説明申し上げます。 

 まず、議案第６７号・あらたに生じた土地の

確認につきましては、二見漁港の整備に伴い、

公有水面埋立法の手続を経て、海面の一部を埋

め立てて漁港の整備事業を行っております。埋

め立てに伴い生じた土地について、地方自治法

第９条の５第１項の規定により、議会の議決を

いただくものです。 

 土地の所在地につきましては、八代市二見洲

口町字明神田１０６６、１０６６の１、１０６

５の１、１０６４の１に隣接介在する公共空地

地先公有水面埋立地、面積が８９２.６７平方

メートルとなります。 

 配付させていただいております資料を使って

説明させていただきたいと思います。 

 写真と地図のついた図面をお配りしておりま

す。そちらのほうをごらんいただきたいと思い

ます。 

 まず、資料の１ページの位置図をごらんくだ

さい。左下に二見漁港の位置を示しておりま

す。 

 それから、２ページ目のほうに、二見漁港の

埋め立て箇所の着工前、平成２１年当時の写真

をおつけしております。 

 それから、資料の３ページのほうです。完成

後の上空からの写真をつけております。赤で着

色した部分が新たに生じた土地となります。 

 ４ページ目には、漁港の平面図、それと４つ

の方向から撮った写真をおつけしております。 

 新たに生じた土地の経緯について、御説明申

し上げます。 

 当該土地は、平成２２年１１月２日付で、公

有水面埋立法による埋め立てが、県知事より免

許され、平成２３年１月４日付で工事に着手

し、竣工期限を着手日から７年以内と定め、階

段式物揚げ場、スロープ式の船揚げ場、標識

灯、照明灯などを平成２２年度から平成２４年

度まで３カ年かけて整備しております。 

 平成２６年度以降につきましては、地元漁業

者、漁協からの新たな施設の整備要望もござい

ませんで、平成２９年１２月１８日付で、県の

竣工認可を受けております。 

 また、議案第６８号の町区域の変更につきま

しても、地方自治法第２６０条第１項の規定に

より議会の議決をいただくものです。 

 新たに生じた土地につきましては、八代市の

町区域の変更が必要となります。編入する町に

つきましては、八代市二見洲口町となります。

面積につきましては、同じく８９２.６７平方

メートルとなります。 

 以上、御説明といたします。御審議のほどよ

ろしくお願いいたします。 

○委員長（前川祥子君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。 

○委員（大倉裕一君） 済みません、議案から

少し離れるんですが、この土地を認定をしたと

いう前提でですね、新たに生じた土地はどこの

管理といいますか、資産になるんでしょうか。 

○水産林務課長（中川俊一君） 二見漁港、こ

れは八代市のほうで管理しております。漁港内

の海面じゃあるんですけど、一部を埋め立てた

ことによりまして、その後の管理も八代市の管

理の土地というふうになってまいります。 

○委員長（前川祥子君） ほかにありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（前川祥子君） なければ、以上で質

疑を終了します。 

 意見がありましたら、お願いします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（前川祥子君） なければ、これより

採決いたします。 

 まず、議案６７号・あらたに生じた土地の確
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認については、可決するに賛成の方の挙手を求

めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（前川祥子君） 挙手全員と認め、本

件は可決されました。 

 次に、議案第６８号・町区域の変更について

は、可決するに賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（前川祥子君） 挙手全員と認め、本

件は可決されました。 

 次に、本委員会に付託となっている請願、陳

情はありませんが、郵送にて届いております要

望書等につきまして、写しをお手元に配付いた

しておりますので、御一読いただきたいと存じ

ます。 

 以上で、付託されました案件の審査は全部終

了いたしました。 

 お諮りいたします。 

 委員会報告書及び委員長報告の作成について

は、委員長に御一任願いたいと思いますが、こ

れに御異議ありませんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（前川祥子君） 御異議なしと認め、

そのように決しました。 

 小会いたします。 

（午前１１時３５分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１１時３６分 本会） 

◎所管事務調査 

・行財政の運営に関する諸問題の調査 

・総合計画の策定推進等に関する諸問題の調査 

○委員長（前川祥子君） 本会に戻します。 

 次に、当委員会の所管事務調査２件を一括議

題とし、調査を進めます。 

 当委員会の所管事務調査は、行財政の運営に

関する諸問題の調査、総合計画の策定推進等に

関する諸問題の調査、以上の２件です。 

 このうち、行財政の運営に関する諸問題の調

査に関連して４件、執行部から発言の申し出が

あっておりますので、これを許します。 

                              

・行財政の運営に関する諸問題の調査（第２次

八代市男女共同参画計画（中間報告）につい

て） 

○委員長（前川祥子君） それでは、まず、第

２次八代市男女共同参画計画（中間報告）につ

いてをお願いいたします。 

○市民環境部長（潮崎 勝君） 皆さん、おは

ようございます。（｢おはようございます」と

呼ぶ者あり）市民環境部でございます。 

 本日は、第２次八代市男女共同参画計画（中

間報告）ということで、皆様方に御説明いたし

ます。 

 内容につきましては、担当課長が説明いたさ

せますので、よろしくお願いいたします。 

○人権政策課長（宮川武晴君） 皆様、おはよ

うございます。（｢おはようございます」と呼

ぶ者あり）人権政策課、宮川でございます。 

 それでは、説明につきましては、着座にて、

説明のほうをさせていただきます。失礼いたし

ます。 

○委員長（前川祥子君） どうぞ。 

○人権政策課長（宮川武晴君） それでは、お

手元にはですね、こちら、総務委員会資料とい

うことで、レジュメのものを、３枚物を配付さ

せていただいておりますので、こちら、御準備

いただければと思います。 

 それでは、表紙をおめくりいただきまして、

１ページ目、計画策定の経緯から御説明をさせ

ていただきます。少し読まさせていただきま

す。 

 平成１１年６月に施行されておりますが、男

女共同参画社会基本法では、男女共同参画社会

の実現は２１世紀の我が国社会のあり方を決定

する最重要課題と位置づけられておりまして、

社会、経済情勢の急速な変化に対応していく上
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で、男女がともに支え合い、社会のあらゆる分

野に参画し、それぞれの個性と能力を十分に発

揮することができる男女共同参画社会の実現

は、緊急な課題ともされております。 

 本市では、２１年３月に八代市男女共同参画

計画を策定いたしまして、少し、済みません、

省略させていただきまして、２行下、後半のと

ころからでございますが、各種施策を推進して

きたところでございます。 

 済みません、２行飛ばしまして、また、のと

ころからですけれども、また、平成２７年９

月、女性の職業生活における活躍の推進に関す

る法律、いわゆる女性活躍推進法が施行される

など、女性の活躍に向けた取り組みを推進して

いくことが求められておりまして、平成３０年

度をもって、当計画の期間が終了することに伴

い、これまでの成果、課題、国、県の動向、社

会情勢の変化を踏まえ、男女共同参画に関する

施策を総合的に推進するための第２次となりま

す八代市男女共同参画計画を策定するものでご

ざいます。 

 次の行から、ポツ書きしておりますのは、こ

れまで策定いたしました計画、その名称、策定

年月、期間等を記載してございます。 

 なお、お手元にはですね、平成２６年３月に

策定いたしました概要版のほうをですね、資料

と一緒に配付させていただいておりますので、

参考資料として御高覧いただければと思いま

す。 

 次に、２の計画策定の背景についてでござい

ますが、関係法の施行状況、国、県における計

画の策定状況等を御紹介するもので、説明のほ

うは省略させていただきたいと思います。 

 次のページ、お願いいたします。 

 ３の計画の位置づけでございます。今回策定

いたします第２次計画につきましては、ここに

記載しておりますが、（１）から（３）の関係

法令の計画として位置づけられるものであるこ

と、また、（４）の全市的な指針であることを

記載してございます。 

 次の４、計画期間についてでございます。昨

今の目まぐるしい社会情勢の変化に対応するた

め、また、前のページの２で記載しております

が、国、あるいは県の計画が５カ年ということ

も参考としまして、３１年度からの５カ年計画

として計画づくりを行うこととしております。 

 次の５、策定体制についてと、次の６、スケ

ジュールにつきましては、一括して御説明のほ

うをさせていただきます。 

 平成２９年度中から基礎調査に着手しており

まして、具体的には、市民や事業所の皆様にア

ンケートの御協力をいただき、また、ワークシ

ョップなどで計画に関する御意見をいただいた

ところで、計画の骨子案を取りまとめ、骨子案

に対するパブリックコメントまで了したという

ところでございます。 

 今年度実施いたします計画づくりに関しまし

て、今後の大まかな流れを説明させていただき

ますと、まず、５の（３）八代市男女共同参画

計画策定部会で素案のたたき台をつくります。

市の７部１８課の関係各課で取り組むこととし

ております。そのたたきとなる案をですね、５

の（２）八代市男女共同参画行政推進委員会、

副市長を初め部長等１２名で構成しております

この委員会で審議を行いまして、５の（１）に

記載しております八代市男女共同参画審議会、

学識経験者、経済界を初め福祉、教育、市民の

代表の方など１２名で構成しております、この

審議会での御議論、御意見をいただきながら、

１１月末をめどとして、具体的取り組みを含め

た素案を作成してまいりたいと考えておりま

す。 

 その後ですね、素案に関するパブリックコメ

ント、また１２月定例会中、当総務委員会にも

説明の機会をお許しいただければと考えており

ますが、広く御意見をいただきながら、３月末
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までに計画の策定、公表を行いたいと考えてい

るところでございます。 

 次、７ページをお願いいたします──済みま

せん、次のページ、７ですね。 

 第２次計画の骨子案でございます。ここに記

載しておりますとおり、４つの基本目標、それ

ぞれ１から４まで枠囲いしてございますが、基

本目標ごとに黒丸で記載しておりますが、これ

が１３の基本的施策ということで、これらが今

回計画の骨、柱というところになりまして、こ

こまで策定が進んできたというところでござい

ます。 

 今後はですね、この基本的施策ごとに、じゃ

あ、実際どういった取り組みをしていくのかと

いう具体的取り組みを検討していくというとこ

ろでございます。 

 それから、お配りしております、このレジュ

メの末尾には、平成２９年度中に実施いたしま

した基礎調査の概要をですね、ちょっとまとめ

たものを添付してございますので、御確認いた

だければと存じます。 

 説明は、以上でございます。 

○委員長（前川祥子君） それでは、本件につ

いて何か質疑、御意見等はありませんか。 

○委員（大倉裕一君） もう意見です。 

 冒頭に書かれております計画策定の経緯の中

で、これまでの成果や課題、国や県の動向とい

うことを書かれておりますので、そこが明確に

されるようなですね、一般の市民の方が見られ

てもわかりやすいような資料といいますか、計

画づくりをお願いしておきたいと思います。 

○委員長（前川祥子君） ほかにありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（前川祥子君） なければ、以上で第

２次八代市男女共同参画計画（中間報告）につ

いてを終了します。 

                              

・行財政の運営に関する諸問題の調査（国際化

計画策定への取り組みについて） 

○委員長（前川祥子君） 次に、国際化計画策

定への取り組みについてをお願いします。 

○市長公室長（東坂 宰君） 皆さん、こんに

ちは。（｢こんにちは」と呼ぶ者あり）市長公

室の東坂でございます。 

 国際化計画につきまして、今、検討を行って

おりますので、詳細につきましては、課長、嶋

田から説明をいたしますので、よろしくお願い

いたします。 

○国際課長（嶋田和博君） 国際課長の嶋田で

ございます。本日は、貴重なお時間をいただき

大変ありがとうございます。 

 今年度から新設をされました国際課では、こ

れまでの国際交流事業をより一層拡充していく

とともに、ふえ続ける在住外国人対策など新た

な国際行政課題の解決と国際都市づくりに向け

た取り組みを進めていくこととしております。 

 それでは、本題に入ります前に、台湾基隆市

との友好交流協定の締結について、報告をさせ

ていただきたいと思います。失礼ですが、着座

にて説明をいたします。 

○委員長（前川祥子君） どうぞ。 

○国際課長（嶋田和博君） お手元に資料が配

付されていると思いますが、カラー刷りのＡ４

のほう、ごらんいただきながら、お願いしたい

と思います。 

 委員さん方も、既に御承知のとおりではあり

ますが、去る４月１９日、基隆市内のホテルに

おいて、配付しております資料のとおり、４項

目にわたる協定書に調印を行っております。 

 本市からは、中村市長や増田議長を初め、熊

本県、経済団体、ロータリークラブなどの関係

者総勢４３名で参加をさせていただきました。 

 基隆市は、成長著しい東南アジアの玄関口と

して、台湾第２のコンテナ取扱量を誇り、その

取扱量は博多港をしのぐものとなっており、ま
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た大型クルーズ客船等の船舶による観光客数が

台湾トップの座を獲得するなど、国際的なター

ミナル港としてさらなる発展が見込まれており

ます。 

 今回の締結を契機に、さらなる交流を図り、

両市のきずなを深め、八代港と基隆港における

定期航路開設やクルーズ客船の往来が現実のも

のとなり、お互いの経済発展と友好関係に資す

るよう努めてまいりたいと考えておりますの

で、議員各位の国際交流事業への一層の御理解

と御協力をよろしくお願い申し上げます。 

 それでは、本題の八代市国際化計画につい

て、報告をさせていただきます。 

 本件につきましては、さきの３月定例会の冒

頭、市長から国際課の設置とともに、国際化関

連の計画策定について表明をされております。

さらに、同定例会中の総務委員会におきまし

て、大倉委員の質問にお答えする形で、総務部

長から平成３０年度を準備期間と位置づけ、３

１年度中に策定をしたい旨のお答えを申し上げ

たところでございます。 

 これを受けまして、国際課設置以降、国際化

計画の策定スケジュールを検討してまいりまし

たが、その結果、１年繰り上げて、本年度中に

策定することといたしております。その理由と

いたしましては、新たな友好交流都市締結に伴

い、経済的互恵関係を目指す必要があること

や、外国クルーズ船寄港増に伴うインバウンド

対策、貴重な労働力である技能実習生の増加に

伴う在住外国人の急増など、新たな行政課題に

スピーディーに対応する必要があると判断した

ところでございます。 

 それでは、今後の進め方について説明いたし

ますが、この計画の呼び名を仮称ではあります

が、これ以降、やつしろ国際化推進ビジョンと

いうふうに表現させていただきたいと思いま

す。 

 それでは、２枚目の国際化計画策定の取り組

みについてという資料をごらんいただきたいと

思います。 

 策定趣旨の中の本市の現状と策定方針につき

ましては、ただいま申し上げたとおりでありま

す。 

 それで、策定構造としておりますが、今後の

進め方について、具体的にお話をしたいと思い

ます。 

 まず、アンケート調査を実施させていただき

ます。日本国籍、いわゆる八代市民の方々に対

する外国人に対する意識調査というようなとこ

ろで、約２０項目程度のアンケート調査を実施

したいと考えております。 

 一方、在住外国人向けのアンケートにつきま

しては、３年前、地方創生交付金事業を活用し

て、当時１５００名余りの在住外国人の方々全

てにアンケートをとった経緯がございまして、

それを活用させていただければというふうに考

えております。 

 そして、庁内組織としまして、仮称でありま

すが、地域国際化推進会議、それと、仮称海外

展開推進会議という庁内の連絡会議を設置した

いと考えております。 

 国際課の役割であります連絡調整ということ

でですね、まず、国際化推進会議のほうはです

ね、市内在住外国人との共生に係るところの関

係課に寄っていただいて、それぞれの課題、問

題などを抽出した上で、連絡調整を図り、情報

共有を進めていくというような組織でございま

す。 

 一方、海外展開推進会議については、今後さ

らに積極的に展開すべき海外向けの経済交流

等、これらに係る関係課で構成する会議体とい

うことになります。 

 これが一時的に国際化計画策定における作業

部会というような位置づけになります。 

 そして、策定委員会と書いておりますが、こ

の策定委員会につきまして、当面は有識者への
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直接ヒアリングを実施して、いろんな意見聴取

を図っていきたいと思います。そして、その意

見聴取を図る中で、合同で会議体を持って、意

見調整を図る必要があると見込まれるときは、

策定委員会という形で会議体を設置して進めて

いきたいと思います。その際には、当然予算が

必要となることから、その際は、補正予算な

り、場合によっては既決予算の範囲内で流用対

応というようなことで考えております。 

 そして、こちらの総務委員会のほうには、必

要に応じて、逐次報告をさせていただきます。 

 最終的にパブリックコメントを経て、計画策

定というふうな進め方を考えております。 

 次にですね、図式化した策定スキームという

のを書いておりますが、４月、５月でさまざま

な準備期間として調査を進めてまいりました。

この６月はですね、庁内組織の関係課かいの選

定や調整を、現在行っているところでございま

す。 

 そして、策定委員会、当面は直接ヒアリング

になりますが、作業部会、これは庁内組織にな

りますけども、こちらを随時開催していくこと

としております。 

 そして、その策定作業については、各課から

の課題を抽出、取り組み事項の提案や調査の実

施、そして調整、全庁的な骨子案を作成し、肉

づけを行いながら、おおむね年内をめどに素案

の策定を終えたいと考えております。 

 その後パブリックコメントを１月から２月に

かけて行いまして、最終調整を図り、そして策

定終了とともに、３月から４月にかけて公表と

いうような進め方をしたいと考えております。 

 当委員会につきましては、素案や最終案、そ

ういった節目節目で、今後報告をさせていただ

きたいと思っております。 

 雑駁ではありますが、以上で説明を終わらせ

ていただきます。 

○委員長（前川祥子君） 本件について何か質

疑、御意見等はありませんか。 

○委員（橋本隆一君） アンケート調査はいつ

実施されるんですか。 

○国際課長（嶋田和博君） ７月初旬から約１

カ月間を予定しております。 

○委員長（前川祥子君） ほかにありません

か。 

○委員（大倉裕一君） 済みません、国際課っ

て、市長の思いのあってから、国際課はつくん

なったんじゃなかですかね。そういうふうに認

識しとったですけど、ここに来て、何かビジョ

ンば、何かつくるって、市長のビジョンの何

か、あってから国際課ばつくんなったって、私

は思ったばってん、そこんにきはどんなあれな

んですか。 

○市長公室長（東坂 宰君） これまでもです

ね、例えば、クルーズ船関連等々に関しまして

は、担当課のほうでですね、それぞれ計画的な

ものは立てております。そういった形でです

ね、インバウンド関連とか、こまごました部分

にはですね、関しましては、その担当部署で、

そういうふうな対応はしてきたと思います。た

だ、そこだけにこだわらずですね、今、大倉委

員さんからもですね、お話がありましたよう

に、当然市長の中では、トータル的に考えるべ

き部分ということでですね、この国際課という

のが設置されたと思うんですけれども、総合的

なですね、個々の計画ではなく、総合的な計

画、ビジョンというか、そういうものが現在の

ところなかったというところでですね、今回国

際課の設置とあわせまして、先ほど課長が申し

ましたように、３月の当委員会で発言がありま

したものから前倒しして、今年度中に策定した

いというふうに考えておりますけれども、そこ

の部分も、当然市長の国際課に関する思いのあ

らわれかというふうに考えております。 

○委員（大倉裕一君） 理解はしたいというふ

うに思うんですけど、何か後づけのような気が
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すっとですよね。これをされて、国際課という

とが必要だなって、そうなったので、国際課を

つくりますよというふうになっていけば、すご

く理解もしやすい、心にすとんと入っていく部

分のあっとですけど、いきなり国際課というの

が先に出たもんだからですね、なかなかこう、

理解がしにくいというようなところにあるとい

うところも御理解をいただきたいなというふう

に思いますが、その中で、嶋田課長のほうから

お話があったのが、アンケートを、何かしたい

ということでした。どういう方々に向けてアン

ケートをされるのか。 

 それと、あと、策定委員会の委員さん、最初

は有識者へのヒアリングを考えてますというよ

うなことでしたけれども、有識者をどういった

方々を対象とされて、お願いをしようとされて

いるのか、そのあたりをお聞かせいただけます

か。 

○国際課長（嶋田和博君） 今回実施しますア

ンケート調査につきましては、日本国籍である

市民の方々を対象としておりまして、２０００

名に対して、１８歳以上の方々ということで、

無作為に抽出し、実施をしたいと考えておりま

す。 

 それと、策定委員、あるいは有識者はどうい

う方々を想定しているのかという御質問でござ

いますが、私どもとしましてはですね、まず、

国際的な活動をされていらっしゃる、例えば、

日本語の支援をされているボランティアの方々

とか、外国籍、外国にルーツを持つ子供たちを

支援していらっしゃる団体、あとは教育関係と

して、義務教育関係者や高等教育の関係者の方

々、経済団体、観光関係者、多文化共生に関す

る有識者、そういったさまざまな方々に意見聴

取をしていきたいなというふうに考えておりま

す。 

○委員（大倉裕一君） 今、２０００名の方に

されるということで、１８歳以上ということで

ありましたけれども、できるならば、小学生、

中学生といったところもですね、アンケートじ

ゃなくてもいいと思いますが、学校現場からで

すね、登下校中にすれ違うということもよくあ

りますので、そういう面も考慮していただきな

がら、計画への反映というところはですね、取

り組んでいただければというふうに思います。 

 それから、もう一つ、北海市との関係です

ね、こちらのほうとも歴史がずっとあるわけで

すので、北海との位置づけもしっかり検討して

いただいてですね、基隆も大事でしょうけど、

北海をどうする、市との関係をどうしていくの

か、基隆市との関係をどうしていくのかという

ところも、しっかり検討していただくことを、

これ要望でいいですので、お願いしときたいと

思います。 

○委員長（前川祥子君） ほかにありません

か。 

○委員（古嶋津義君） 意見でいいですか。 

 基隆市議会のほうから、八代市議会に対し

て、交流を深めたいというような話も聞き及ん

でいますし、また、経済界のほうからも、市議

会も少し基隆市あたりに出向いて、もう少し交

流を深めたほうがいいというふうなお話も聞い

ておりますので、そういう情報があれば共有を

させていただくよう、意見として申し上げてお

きます。（｢わかりました」と呼ぶ者あり） 

○委員長（前川祥子君） ほかにありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（前川祥子君） なければ、以上で国

際化計画策定への取り組みについてを終了しま

す。 

                              

・行財政の運営に関する諸問題の調査 

（八代市ケーブルテレビ事業の指定管理者更新

について） 

○委員長（前川祥子君） 次に、八代市ケーブ
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ルテレビ事業の指定管理者更新についてをお願

いします。 

○総務企画部長（増住眞也君） 総務企画部で

ございます。 

 総務企画部からは４点、御報告がございま

す。 

 まず、１点目、八代市ケーブルテレビ事業の

指定管理者更新については、早木情報政策課長

から、２点目、八代おもてなしプランについて

は、山田総務企画部次長から、３点目、八代市

重点戦略の策定についてと、それから、４点目

の第三次八代市行財政改革実施計画の策定につ

いては、福本企画政策課長から、それぞれ説明

させます。よろしくお願いいたします。 

○情報政策課長（早木浩二君） 情報政策課の

早木でございます。失礼ながら、着座して説明

させていただきます。 

○委員長（前川祥子君） どうぞ。 

○情報政策課長（早木浩二君） 本日は、八代

市ケーブルテレビ事業の指定管理者更新につい

てでございますが、お手元に資料をですね、配

付させていただいております。 

 表題に、八代市ケーブルテレビ事業の指定管

理者更新についてと書いてございます、１枚紙

でございます。その資料に沿ってですね、御説

明をさせていただきます。 

 情報政策課で所管をいたしております八代市

ケーブルテレビ事業でございますが、平成２８

年４月より、夕葉町にございますテレビやつし

ろ株式会社を指定管理者として、管理、運営を

行っておりますが、３年間の委託期間が今年度

で終了いたしますので、平成３１年度からの指

定管理者の選定を行うこととしております。 

 そこで、２の委託業務の概要ございますが、

（１）ケーブルテレビのサービスに関すること

として、坂本地区、東陽地区及び泉地区へのテ

レビ放送の再送信、自主放送、それから、行政

情報の提供及びインターネットサービスの提供

でございます。 

 ２番目に、（２）といたしまして、ケーブル

テレビの運営に関することとして、ケーブルテ

レビ視聴に関する各種届け出書の受け付けです

ね、それから、利用料金の徴収、また、御利用

の皆様からのお問い合わせやお困り事等への対

応、関係機関への報告及び各種支払い等の業務

でございます。 

 （３）の施設設備の維持管理及び修繕に関す

ることといたしまして、３地区にございます放

送設備及び伝送路の保守、点検及び必要な場合

の修繕等でございます。 

 （４）の委託の期間でございますが、現在の

指定管理の期間は平成２８年４月の１日から平

成３１年３月３１日までの３カ年となっており

まして、同じく、更新の期間も３年間、平成３

１年４月１日から平成３４年３月３１日まで、

２０２２年ですね、の３月３１日までといたし

ております。 

 最後に、３の選定スケジュールの予定でござ

いますけれども、まず、事業者の募集は、公募

により行いたいと考えおりまして、平成３０年

８月中にホームページや広報やつしろでの募集

を考えております。 

 その後、応募者の内部審査を行い、１０月ご

ろに指定管理者候補者選定委員会を開催をいた

しまして、応募者の中から候補者の決定を行い

たいと考えております。 

 １２月議会に正式に議案上程をさせていただ

いて、議決により指定管理を御決定いただきた

いと考えております。明けて平成３１年３月ま

でに指定管理者と協定を締結する予定と考えて

いるところでございます。 

 以上、簡単でございますが、説明を終わりま

す。よろしくお願いを申し上げます。 

○委員長（前川祥子君） 本件について何か質

疑、御意見等はありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 
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○委員長（前川祥子君） なければ、以上で八

代市ケーブルテレビ事業の指定管理者更新につ

いてを終了します。 

                              

・行財政の運営に関する諸問題の調査 

（八代おもてなしプランについて） 

○委員長（前川祥子君） 次に、八代おもてな

しプランについてをお願いします。 

○総務企画部次長（山田純子君） 総務企画部

の山田と申します。 

 私から、八代おもてなしプランにつきまし

て、御説明をさせていただきます。着座にて失

礼いたします。 

○委員長（前川祥子君） どうぞ。 

○総務企画部次長（山田純子君） 資料は、お

配りしております、右上に平成３０年６月２１

日、総務委員会所管事務調査資料１という、こ

のＡ４の横判が一つと、プラン本体になります

が、資料２、この２つがございます。資料１、

概要版のほうで御説明をさせていただきます。

よろしくお願いいたします。 

 今回のプランの策定の背景といたしまして

は、昨年７月に、八代港が国際旅客船拠点形成

港湾として指定されました。また、ことし２月

に、県とロイヤル・カリビアン・クルーズ社が

協定を締結しまして、２０２０年４月の供用開

始に向け、クルーズ船の専用岸壁でありますと

か、ロイヤル・カリビアン・クルーズ社による

旅客ターミナルなどの整備が進んでまいりま

す。 

 また、クルーズ客船だけではなくて、阿蘇く

まもと空港を利用しました外国人観光客も増加

の傾向にあります。 

 これまでもクルーズ船の受け入れに関しまし

ては、インバウンド対策など取り組んでまいり

ましたが、地域間、港間の競争も激しくなって

おり、これまで以上に、より多くの外国人の観

光客を受け入れ、インバウンド効果を大きくす

る必要がございます。旅客ターミナルなどのハ

ード整備が完了する２０２０年４月というの

が、一つ目標と掲げておりまして、これから２

年間が大変重要な時期になっております。 

 このため、さらなる八代の魅力度アップ、受

け入れ態勢を万全なものとするために、庁内の

関係部局の次長、課長、ＤＭＯやつしろの皆様

をプロジェクトチームとしまして、この２年間

の重点的な取り組みをまとめたものが、今回の

このおもてなしプランというものになります。 

 目指す姿としましては、外国人観光客の方々

が快適に観光を楽しめ、地域全体で外国人観光

客を歓迎するおもてなしにあふれ、地域経済が

活性化した姿を目指して、取り組みを進めてま

いります。 

 また、取り組みの方向性としましては、５つ

の柱を掲げております。 

 １つ目が、受入環境の整備です。外国人の観

光客の皆様がストレスなく快適に旅行できるよ

うに、中心市街地や日奈久温泉街を重点エリア

としまして、ＷｉＦｉ環境や飲食店などのメニ

ューの多言語化、スマホによる電子決済の導入

など、外国人の観光客の方々を受け入れるため

の基本的な環境の整備に取り組みます。 

 また、くまモンを活用しました、くまナンス

テーションでありますとか、現在の通称こいこ

い通りをシンボルロードとして位置づけ、人の

流れやにぎわいを創出してまいります。 

 具体的なイメージとしましては、プランの本

体、資料２のほうになりますが、２ページをお

開きください。 

 受入環境の整備としまして、シンボルロード

周辺の、これはあくまでもイメージですけれど

も、イメージ図を掲載をしております。 

 また、７月１日にグランドオープンをしま

す、くまナンステーションのデザインも掲載を

しております。 

 資料１のほうにお戻りいただけますでしょう
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か。 

 ２つ目の柱が、和のまち並み空間整備になり

ます。城下町八代の雰囲気を生かしまして、本

町アーケードや日奈久温泉街をのれんやちょう

ちんなど、休憩どころの整備などによりまし

て、和のイメージの演出を進めてまいります。 

 プランの３ページのほうをお開きください。 

 和のまちなみとしまして、のれんやちょうち

んなどを飾った本町のイメージですとか、休憩

どころのイメージ、日奈久温泉街の和の改修事

業の状況なども掲載をしております。 

 資料の１ページのほうにお戻りをください。 

 ３つ目の柱になりますが、おもてなしイベン

トの実施というところで、八代を楽しんでもら

うために、クルーズ客船の寄港に合わせまし

て、本町アーケードなどで、マルシェなどのグ

ルメイベントに取り組みを行ってまいります。

また、和の空間の中で武道、茶道、着つけな

ど、日本文化を体験できるメニューを企画して

まいります。 

 ４つ目の柱が、外国人観光客の皆様を温かく

迎える、おもてなしの気運醸成です。市民の方

々が、クルーズ客船、外国人の方々に親しみを

持ち、笑顔でおもてなしをしていただけるよ

う、気運を高めていきたいと考えております。 

 具体的には、クルーズ客船船内の見学会であ

りますとか、観光客の皆様が乗っていらっしゃ

るバスや列車に対しまして、笑顔で手を振る運

動を、関係団体の皆様と連携をしながら展開

し、あわせまして、交通事業者、店舗など、観

光客を受け入れる業者の皆様の研修会などにも

取り組んでまいります。 

 最後に、地域資源のさらなる磨き上げです。

クルーズだけではなく、個人旅行者の方々もタ

ーゲットに、外国からの旅行者の皆様が八代を

楽しめ、さらに八代の魅力が発信できるよう

に、地域資源を活用した旅行商品や物産の開発

などを進めてまいります。 

 資料２、プランの本体には、今御説明をしま

した５つの柱で、具体的に取り組む事業を、６

ページ以降に掲載をしております。 

 なお、これらの取り組みにつきましては、市

だけではなくて、民間団体、民間企業、市民の

皆様、県など関係者の皆様と連携をとりながら

進めてまいりたいというふうに考えておりま

す。 

 関係者の皆様と意見交換を行いながら、連携

して取り組んでまいりたいと思っておりますの

で、よろしく、この２年間、重点的に取り組み

を進めてまいりたいと思っております。 

 以上、御説明を終わります。 

○委員長（前川祥子君） 本件について何か質

疑、御意見等はありませんか。 

○委員（橋本隆一君） 意見としてなんですけ

ども、おもてなしのこちらの体制づくりという

のは、すごく理解できますし、大事な視点だと

思いますが、ずっと今は、市民の方からの声を

聞いてですね、来られて、非常にマナーに対し

ての苦情、また意見、要望が非常に多いもんで

すから、今後ますます増大する観光客に対し

て、こちらも理解しなきゃいかんですけれど

も、相手方も日本の独特のマナーというのが、

文化が異文化なので、あると思うので、そこら

辺をですね、やっぱり通訳の方とか、あるいは

表示によって、あんまりダイレクトにやって、

嫌なことを印象づけるのはよくないので、そこ

ら辺で、表示できるような、あるいは説明でき

るような形をですね、とっていただけるよう

に、意見としてお願いしたいと思います。 

○委員長（前川祥子君） 意見ですけど、何

か、いいですか。よろしいですか。 

○総務企画部次長（山田純子君） 失礼しまし

た。 

 今お話がありましたとおり、旅行会社のほう

も通じてですね、日本のマナーといいますか、

そこはお知らせをしていくようにしたいと思っ
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ております。 

○委員長（前川祥子君） ほかにありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（前川祥子君） なければ、以上で八

代おもてなしプランについてを終了いたしま

す。 

                              

・総合計画の策定推進等に関する諸問題の調査 

（八代市重点戦略の策定について） 

○委員長（前川祥子君） 次に、総合計画の策

定推進等に関する諸問題の調査に関連して、２

件、執行部から発言の申し出があっております

ので、これを許します。 

 それでは、まず、八代市重点戦略の策定につ

いてをお願いします。 

○企画政策課長（福本桂三君） 企画政策課の

福本です。よろしくお願いします。 

 八代市重点戦略の策定について、御説明しま

す。着座にて、御説明させていただきます。 

○委員長（前川祥子君） どうぞ。 

○企画政策課長（福本桂三君） 別冊の資料、

八代市重点戦略を用いて御説明いたします。こ

の資料でございます。 

 まず、表紙をごらんください。 

 この八代市重点戦略は、第２次総合計画基本

構想における将来像や、基本目標の実現に向け

て取り組む施策を、第１期基本計画において、

分野ごとに整理しまして、限りある財源を重点

的に投入するために策定しております。 

 第１期基本計画の計画期間と同様に、２０１

８年から２０２１年まで、平成３０年から平成

３３年までの４年間におきまして、特に重点的

に取り組む施策、事務事業を取りまとめたもの

でございます。 

 今回、記載のとおり、重点戦略としまして６

つの柱を掲げております。 

 次に、ページをめくって、目次をごらんくだ

さい。 

 大きくは、Ⅰ、基本的な考え方、Ⅱ、体系

図、Ⅲ、重点戦略の３部構成としております。 

 なお、先ほども申し上げましたけれども、Ⅲ

の重点戦略につきましては、６つの柱を掲げて

おります。その中で、４年間で、特に力を入れ

る取り組みとしましては、１、農林水産業の更

なる振興に５項目、２、経済の浮揚と雇用・交

流人口によるにぎわいの創出に６項目、３、誰

もが幸せを実感できる暮らしの実現に９項目、

４、安全・安心で魅力ある都市を築くに５項

目、５、誇るべきふるさとを未来につなぐに５

項目を掲げております。さらに、６、市民意識

調査結果による優先取組みに５項目を掲げまし

て、重点戦略の取り組みは、全３５項目の構成

としております。 

 なお、この市民意識調査結果による優先取り

組みとしましては、市民アンケートにおきまし

て、重要度が高く、満足度が低いと回答された

ものを整理しまして、市長の基本政策と重複し

ていない取り組みを掲げております。 

 １ページをごらんください。 

 八代市重点戦略の基本的な考え方でございま

す。基本的な考え方は、前項でも述べましたと

おりですが、特に、この重点戦略では、それぞ

れの進捗を把握しまして、着実に取り組みを進

めるために、新たな施策ごとに、市民アンケー

トによる市民指標と、統計データによる統計指

標で構成する成果指標を設定しております。こ

の成果指標の設定によりまして、施策につい

て、評価が可能となりまして、施策にひもづく

事務事業が最適かどうかの検証や、成果指標の

評価結果に基づいて、人材や予算などの経営資

源の効率的な配分につなげていきたいと考えて

います。 

 さらに、ことしの夏から実施しますサマーレ

ビュー、いわゆる市長との意見交換会を毎年実

施しまして、業務の進みぐあいなど、進捗状況
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の検証を行う予定としております。 

 このサマーレビューの結果は、次年度の予算

編成につなげていくこととしており、進捗状況

によっては、八代市重点戦略を２年ごとに見直

すこととしております。 

 次に、２ページをごらんください。 

 Ⅱ、体系図でございます。この体系図では、

八代市総合戦略においての基本構想、第１期基

本計画と、今回の重点戦略との関係性をお示し

したものでございます。 

 一番左側に記載しております基本目標と、そ

の右隣の施策の大綱、政策が、第２次計画の基

本構想の部分となります。 

 また、分野から右隣の具体的な施策、次の八

代市重点戦略の６つの柱が、第１期基本計画の

部分となっております。 

 このように、基本構想と第１期基本計画、八

代市重点戦略が関連づけられまして、それぞれ

の基本目標や施策の大綱、具体的な施策、さら

に重点戦略が一連的につながっている状態とな

っております。 

 ４ページをおあけください。 

 ここからは、それぞれの重点戦略と重点取り

組みの内容を記載しております。 

 個々の事業内容につきましては、担当所管が

ございますので、詳細な御説明はできません

が、重点戦略の視点や見方について、一例、御

説明いたします。 

 まず、４ページの上段、八代市重点戦略の

１、農林水産業の更なる振興についてでござい

ます。 

 緑色で囲ってある部分が、４年間で、特に重

点的に取り組む施策で、この１、農林水産業の

更なる振興では、４ページから５ページにかけ

まして、５項目を掲げております。 

 中段の緑色で囲ってある部分をごらんくださ

い。重点的に取り組む施策を、横に２つ並べて

おります。 

 ②食に関する、あらゆる産業が活性化したフ

ードバレーやつしろを目指すと、③アグリビジ

ネスセンターなどを活用した農林水産物の６次

産業化を推進となっております。 

 その下段に、それぞれの取り組み内容と具体

的な事務事業を記載しております。 

 その下、成果指標をごらんください。 

 第１期基本計画において位置づけられた施策

は、８５の食の拠点・ブランドづくりと、８

６、国内外の販路・連携体制づくりとなってお

り、ここで基本計画との関連性をお示しており

ます。 

 次に、表内の指標を御説明いたします。 

 まず、市民指標でございます。この市民指標

は、市民アンケートによるもので、毎年実施し

まして、毎年の目標値を検証いたします。ここ

では、市民指標を２点掲げております。 

 八代市の農林水産物や加工品などのブランド

化が進んでいると感じる割合と、八代市の農林

水産物、加工品などが、都市部や海外で販売さ

れていることを知っている割合です。 

 平成３０年２月に実施しました市民アンケー

トの実施結果を現状値としまして、それぞれ４

０.３％、５５.９％としております。また、２

０２１年度──平成３３年度の目標値を、それ

ぞれ４５.３％、６０.９％と設定しています。

この目標値は、毎年市民アンケートを実施しま

して、目標値の達成を検証してまいります。 

 下の段に進みまして、統計指標でございま

す。統計指標は、統計データなどによる数値と

なります。ここでは、統計指標を３点掲げてお

ります。 

 まず１点目、新商品開発数です。最新の統計

指標が、平成２９年度となりますので、平成２

９年度時点の現状値を５件としております。２

０２１年度──平成３３年度の目標値を９件と

設定しております。 

 また、２点目が、農林水産物などにおける中
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食・外食産業への新規契約額です。最新の統計

指標が、平成２８年度となりますので、平成２

８年度時点の現状値を１１００万円とし、２０

２１年度──平成３３年度の目標値を４０００

万円としております。 

 ３点目の統計指標が、海外における農林水産

物販売品目です。最新の統計指標が、平成２８

年度となりますので、平成２８年度時点の現状

値を５品とし、２０２１年度──平成３３年度

の目標値を９品と設定しております。この統計

指標におきましても、毎年その成果を検証して

まいります。 

 以上が、４年間で、特に重点的に取り組む施

策の一例の御説明となります。 

 まことに申し訳ありませんが、ここでは、時

間の都合上、全施策の説明は省略させていただ

きます。 

 以上、簡単ではございますが、八代市重点戦

略の説明を終わります。よろしくお願いいたし

ます。 

○委員長（前川祥子君） 本件について何か質

疑、御意見等はありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（前川祥子君） なければ、以上で八

代市重点戦略の策定についてを終了します。 

                              

・総合計画の策定推進等に関する諸問題の調査 

（第三次八代市行財政改革実施計画の策定につ

いて） 

○委員長（前川祥子君） 次に、第三次八代市

行財政改革実施計画の策定についてをお願いし

ます。 

○企画政策課長（福本桂三君） 企画政策課の

福本です。よろしくお願いいたします。着座に

て説明させていただきます。 

○委員長（前川祥子君） どうぞ。 

○企画政策課長（福本桂三君） 第三次八代市

行財政改革実施計画の策定について、御説明い

たします。 

 別冊の資料、第三次八代市行財政改革実施計

画を用いて、御説明します。なお、以降、略し

て実施計画と申し上げます。 

 まず、この実施計画の上位計画であります第

三次八代市行財政改革大綱がありまして、こち

らも略して第三次行革大綱と申し上げます。 

 この第三次行革大綱は、市が、より効率的か

つ効果的で、持続可能な行政運営を行うため

に、市政のあり方に対する改革の指針をお示し

したもので、平成３０年３月１６日の総務委員

会におきまして、御報告申し上げたところでご

ざいます。 

 行革大綱は、総合計画を下支えする取り組み

としまして位置づけておりまして、期間も総合

計画と同様の、平成３０年度から２０２５年

度、──平成３７年度までの８年間としており

まして、改革が目指すものとして、効率的で健

全な行財政運営と、市民協働の推進を掲げてお

ります。 

 これらの実現に向けて、具体的な取り組み項

目及び目標年度を個別ごとに記載したものが実

施計画でございます。 

 第三次行革大綱を策定するに当たりまして

は、昨年度、行財政改革に関する諮問機関であ

ります八代市行財政改革推進委員会を４回開催

しまして、御意見をいただいております。 

 この実施計画は、その第三次行革大綱に基づ

きまして、市長を本部長とする行財政改革推進

本部で策定いたしまして、前期４年間の期間と

しております。 

 実施計画の１ページの下の段の図をごらんく

ださい。 

 第三次大綱の体系です。まず、第三次行革大

綱の基本指針を、市民とともに次世代に誇れる

まちを目指して、としております。 

 次の段に、改革が目指すものとして２項目、

効率的で健全な財政運営と、市民協働の推進を
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掲げております。 

 次の段に、改革の柱として５つ、効率的な行

政運営、健全な財政運営、情報化の推進、市民

参画の推進、住民自治の推進を掲げておりま

す。 

 さらに次の段、改革の方策、また、その下段

に個別・具体的な取り組みとして、実施計画に

１４９項目を掲げております。 

 今回の第三次実施計画では、前回の第二次実

施計画からの継続的な取り組みはもとより、社

会情勢の変化などを踏まえたプランの見直しも

行っております。 

 これまでの取り組みであります職員数の適正

化、また、経費の削減など、量的改革だけでは

なく、市民サービスの向上や職員の能力向上な

ど、質的改革についても、強化・継続して推進

することとしております。 

 具体的には、前回の第二次実施計画の達成し

た取り組みのうち７３項目を、また、未達成の

取り組みのうち１９項目、合計の９２項目を、

今回の実施計画へ引き継いでおります。 

 また、今回の第三次実施計画の新規取り組み

が５７項目ですので、取り組み項目の総数は、

達成継続が７３項目、未達成継続が１９項目、

新規の取り組みが５７項目となり、合計１４９

項目としております。 

 今回、第三次実施計画に引き継がない１３の

取り組みにつきましては、資料の２２ページに

記載しております。今回削除しました理由も記

載しておりますので、ここでは、個々の説明は

省略させていただきます。 

 次に、２ページをお開きください。 

 ２、目標値・成果と効果額でございます。行

財政改革が市民にわかりやすく、実効性の高い

ものとなるよう、取り組み項目ごとに、目標値

・成果を設定しております。特に、効果額が算

出可能な１８項目につきましては、２０１７年

度──平成２９年度の決算見込み額を基準に算

出しまして、目標年度の目標効果額を定めてお

ります。 

 ２０１８年度から２０２１年度、平成３０年

度から平成３３年度までの４カ年の累計で、

（１）歳入増加見込み額が約８億７０００万

円、（２）歳出削減見込み額が約５０００万円

として、効果額の合計は約９億２０００万円と

しております。 

 次に、３ページをお開きください。 

 Ⅱ、改革の推進でございます。まず、１、実

施期間ですが、計画の期間は、２０１８年、平

成３０年４月から２０２２年、平成３４年３月

までの４年間としております。 

 また、行財政改革の実施状況や市を取り巻く

社会情勢の変化に対応するため、内容を適宜変

更するなどして、改革を推進してまいります。 

 なお、今回の実施計画に盛り込んでいないも

のにつきましても、改革の必要性に応じ、新た

に盛り込み、対応してまいります。 

 次に、２、推進体制でございます。市長を本

部長とする八代市行財政改革推進本部を中心と

しまして、全庁的体制で取り組み、職員の改革

意識と当事者意識のもと、職員が自主的、主体

的に行財政改革に参加する体制としておりま

す。 

 次に、３、進行管理及び公表でございます。

今回の第三次実施計画につきましても、毎年度

検証及び評価いたしまして、八代市行財政改革

推進本部において、定期的に進行管理を行って

まいります。 

 また、進行管理結果につきましては、市民に

公表するとともに、市議会などに報告いたしま

して、御意見をいただきながら、行財政改革を

推進してまいります。 

 次に、４ページでございます。 

 ここでは、行財政改革と推進体制図を掲載

し、市民や市議会、外部組織となります行財政

改革推進委員会、市、行政の関連と役割をお示
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ししております。 

 次に、５ページをお開きください。 

 Ⅲ、第三次八代市行財政改革実施計画の取組

み内容でございます。具体的な個別の取り組み

項目は１４９項目でございます。５ページから

２１ページまで掲載しております。掲載は、第

三次行革大綱の体系順に記載しております。 

 個々の具体的な取り組み内容につきまして

は、それぞれの担当所管がありまして、詳細な

説明はできませんけれども、取り組みの視点や

見方につきまして、一つの事例として、５ペー

ジの最初の項目であります、１、接遇能力の向

上について御説明いたします。 

 まずは、黒網かけの部分でございます。改革

の柱が、１、効率的な行政運営でございます。 

 次に、改革の方策が、①市民サービスの充実

です。その下に、第三次行革大綱に記載してあ

る主な取り組みの項目が、黒四角の窓口サービ

スの充実です。この窓口サービスの充実の取り

組み項目の一つとしまして、１、接遇能力の向

上を掲げております。 

 その右隣の項目に、具体的な取り組み内容と

しまして、市民満足度向上のための接遇研修を

実施、及び上司による指導を徹底すると記載し

ております。所管課は人事課で、必要に応じて

関連する課を記載しております。 

 さらに、その右側に、実施スケジュールを記

載しまして、２０１８年から２０２１年度、平

成３０年度から平成３３年度まで、どの年度

に、どこまで実施するかを記号であらわしてお

ります。 

 記号の表記につきましては、表欄外の下記に

記載しております。三角が調査、検討、準備と

なっており、丸が一部実施、試行、二重丸が実

施、達成、終了、矢印が達成後、継続推進とな

っております。 

 １、接遇能力の向上では、２０１８年、平成

３０年度から矢印が記載されてますので、達成

後、継続推進となっております。 

 その右側に、目標値・成果を、市民サービス

向上を図るとしております。 

 右端の２つの欄が、前回の第二次実施計画か

らの継続か、新規の取り組みかを表示しており

ます。 

 なお、実施スケジュールの欄と継続欄の記号

の表示の意味につきましては、２ページの下段

に、それぞれ記載しております。黒丸が普遍的

な取り組みとして、第三次実施計画へ引き継い

だもの、黒星が未達成の取り組みとして、第三

次実施計画へ引き継いだものとなっておりま

す。 

 個々の取り組みの内容につきましては、全１

４９項目ございますので、時間の都合上、説明

を省略させていただきます。 

 最後になりますが、本市では、今後とも市民

満足度の高い市民サービスを継続しまして、行

政改革を進めてまいります。 

 以上、御報告とさせていただきます。よろし

くお願いいたします。 

○委員長（前川祥子君） 本件について何か質

疑、御意見等ありませんか。 

○委員（大倉裕一君） 済みません、お昼も過

ぎてるんですが、目標値と成果のところですけ

れども、歳入の増加見込み額が８億７０００

万、ずっと１８年度から２１年度まで積み上げ

た結果という形になるんですが、本当にこれ、

この歳入増加というのは大丈夫ですか。目標は

高く掲げなんとでしょうけど、本当にいけます

か。 

○企画政策課長（福本桂三君） 現時点での積

み上げでございますので、目標値としては、こ

のような数字を掲げております。毎年検証して

いきまして、目標値に達成するよう努力してま

いります。 

○委員（大倉裕一君） 意気込みを買いまし

て、理解をしたいと思いますが、頑張っていた
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だくようにお願いしておきます。 

○委員長（前川祥子君） ほかにありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（前川祥子君） なければ、以上で第

三次八代市行財政改革実施計画の策定について

を終了します。 

 そのほか、当委員会の所管事務調査について

何かありませんか。ありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（前川祥子君） 以上で所管事務調査

２件についての調査を終了します。 

 次に、閉会中の継続審査及び調査の件につい

てお諮りいたします。 

 当委員会の所管事務調査２件については、な

お調査を要すると思いますので、引き続き閉会

中の継続調査の申し出をいたしたいと思います

が、これに御異議ありませんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（前川祥子君） 御異議なしと認め、

そのように決しました。 

 以上で、本日の委員会の日程は全部終了いた

しました。 

 これをもって総務委員会を散会いたします。 

（午後０時３８分 閉会） 

 

八代市議会委員会条例第３０条第１項の規定に

より署名する。 

    平成３０年６月２１日 

総務委員会 

委 員 長 
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